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週

聞

暦

三
月
二
十
三
B
(火
)

三
十
九
年

度
修
士
箏
位
授
与
式

午
い
十
貯
か
ら

本
那
大
ホ
ー
ル
で

二
十
四
日
(水
)

三
十
九
年
匿
卒

粟
式

午
刷
十
時
か
ら
小郁
人
小ー
ル

=
十
五
自
(木
)

片
岡
仁
志
停
年

退
冒
記
愈
講
潰
「教
脊
指
群
の
根
底
に

あ
る
も
の
」

簿

三
時
か
ら
教
育学

部
大
講
義
室
で

二
十
七
日
(土
)

講
濟
命
「外
国

禅
僧
の
術度
式」
講
隔
」、イカ
エ
ル
・

ヒ
ギ
ン
ス
ン
氏
午
後
四時
羊
か
り英
一

国
コ
ンス
ル
・図
書
餌
で

三
十
日
(火
)

保
鯉
診
療
所
休
診

夜
問
練
習
も
可
能
に

農
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
照
明
殴
傭
完
成

農
宇
都
グ
フウ
ン
ド
に
教
年
前
か
ら

構
想
さ
れ
て
い
た
照
明
殿
備
が
完
成
し

十
五
日
に
試
験
的
な
点
灯
が
行
な
わ
れ

あ
と
は
電
源
盤
の
穫
い
の
完
成
を
待
つ

ば
か
り
と
な
った
。

看
護
婦
宿
舎
四
月
に
完
成

看
護
婦
宿
舎
は
鉄
筋
四
階
嬬
、
鍵
て
坪
御七
百
五
揮
のね
ず
み
色
の

建
物
と
な
って
旅
大
病
院
西
都
構
内
の
旧霜
護
婦
宿
舎
(木
雌
)
か
た

わ
ら
に
四
月
上
旬
完
丁
の
見
沐
み
で
あ
る
.火
災等
の
畷因
で
、
新
寮

も
総
工
質
約
七
干
五
肖
万
日
の
鉄
筋
コ
ン
クリ
ー
ト
。
整
数
八
七
郵
、

頓無
二
人
の
収
客
人
嫉
百
七
十
四
名
そ
の
他附
属
設
備
が
そ
な
わ
「て

い
る
。
旧
寮
は
こ
こ
三
・四
61
は
そ
の
史
ま
で
遊
い将
勢は
鉄
筋
を
も

一

う
一榛
蓮
輪
す
る
予
定
。

昭
和
三
十
九
年
度
建
㎎、は
り
八千
五胃
坪
でそ
の巾
に
は
京
大
付
属

病
院
の
外
来
診
療
棟
(
h二
戸
)
仕上
・教
育
学
部
教
整
研
究
塞
等
が

あ
り
、
鈴
て
昭
和
四
十
窮
三
月
三
十
一
ロ迄
に
は
完
工
す
る
。

≡一海

外
出

張
≡

昇
任

ウ
ィ
ル
ス
研
助
教
授
今
井
元
僻
(同
講
師
)

併
任

教
猪
部
教
授

堀汀
英
一
(."教
授
)

配
■
換

農
助
教
授
甚
椅
英
一(駅
饗
部
助
教
授
)
経
済
学
溺
助

教
授

建
元
正
弘
(阪
大餌
助
教
授
)

そ
の
他

皮
膚
病槻
特
別珈
設
事
務
畏
代
理
解
職

太
鱒
鼠
夫
(医

教
授
)
ウ
ィ
ル
ス
研
所
長
事
務
代
押
解
職

植
竹
久
舛
(ウ
ィ
ル
ス
研

教授
)

醐≡
山昼

八
人

事

躍3

▽
松
尿武
生
(押
教
授
)
40
。4
・2
～
40
・4
・20

統
計
力
学

の研
究
とワ
シ
ン
下
ン
に
お
い
て
隔
か
れ
る
「臨
界
点
附
逓
の
現
象
」

に闘
す
る国
際
会
犠
に
出
膳
の
た
め
米
国
へ▽
山
本
常
信
(理
教
授
)

40
・
4
・2
6
40
・
4
・20

同
じ
く
米
国
へ

体
胃
会

新
入
生
歓
迎
会
を
計
画

体
青
会
で
は
新
入
生
を
迎
え
る
新
学
期
の
初
め
頃
か
ら
、
各
繍
の
新

入
生歓
迎
会
を
計
悶
し
て
い
る
.
貝
体
的
な
計
嗣
は
、
三
月
下
旬
頃
で

唇
る見
込
み
.
今
年
度
か
ら
、
体
育
会
、
応
鰻
団
、
聞
掌
会
の
三
者
共

閃
に
よ
る新
入
生
歌
迎
会
が
行
な
わ
れ
る
た
め
、
歓
迎
会
塑
間
中
、
体

青
会
撒自
の
プ
ラ
ン
を
そ
の
閥
に
行
な
う
予
建
で
あ
る
。

四
月
十
七
日
に
開
会
式
が
行
な
わ
れ
そ
の
筏
、
還
動
部
紹
介
(西
部

請
鍵
で
行
な
わ
れ
る予
定
)
四
月
上
旬
に
ス
ポ
ー
ツ
大
会
(十
桝
目

位
)
が行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
って
い
る
.

二
百
五
十
人
が
留
年
か

教
獲
部
教
授
会
は
、
去
る
三
月
二
十
日
及
落
判
窟
会
醗
を
お
こ
な
い

四
十
年
度
学
部
薩
学
者
の
決
定
を
お
こ
な
った
。
現
在
教
養
に
在
学
す

る
二
同
生は
、
二午
三貰
十
四
人
で
来
決
鰹
追
試
険
を
受
け
る
も
の
は

玉十
人
であ
った
。

なお
休
学
生
は
、
十
八
人
で
あ
り
、
留
年
学
生
が
最
終
的
に
決
ま
る

のは
、
四
月
に
な
る
も
よ
う
。

寮
生
約
百
五
十
人
募
集

申,田西
衰

熊
野
新
寮
の
寮
牛
を
巣
築
し
て
い
る
。
対
象
は
新
入
生

及
び在
学
生
で
耗
済
的
に
閑
窮
し
て
い
る
も
の
に
隈
ら
れ
る
。
募
集
人

員
は
百
罫十
〃鵜
度
で
、
入
寮
を
希
頃
す
る
者
は
入
禽
即
、
身
上
報
告

伊
、
市
聞
村
区
長
融
明
醤
を
添
ヌ
、
饗
務
掛
に
三
月
三
十
日
ま
で
に
提

出
す
る
こ
とに
な
っ
て
いる
。
(た
だ
し
近
競
地
方
年
収
六
十
万
円
以

上
の
家
尾
の
.ヂ弟
は
入
寮
は
不
可
能
の
見
込
み
で
あ
る
)
衝
類
提
出

律
、
8
錦
霧
杏
が
行
な
わ
れ
、
こ
れ
に
パ
ス
し
兀
も
の
は
四
月
一、
二

直
面
接
、鮎飴
を
受
け
、
輩日
に
入
寮
ゴ
可
背
が
発
表
さ
れ
る
,7定
で
あ

る。

理
学
部
長
に
後
藤
良
造
教
授

京
大
刑
掌
郡
で
は
去
る
十
汽
日
、
教
授
《
を
開
き
、
三
月
未
で
仕
期

の
切
れ
る
瑚
学
部
畏
速
水
碩
一部
教
授
の
後
任
に
後
騨
艮
遣
驚
、(d

ロ

犠
化
掌
噂
政
)
を
選
ん
だ
。
任
斯
は
二
61
.

後
藤
教
授
の
略
歴
。
福
岡
梨
に
仕一ま
れ
、
昭
和
六
叫
以入
琵
学
中

卒
、
固
十
石
年
助
教
ゲ
、
[
二
十
七
5ー教
栂
と
な
った
。
五
十
八

伊
。

最
低
点
は
軒
並
み
上
昇

一
般
的
に
平
易
な
問
題

▽
…
…

京
、〈入
葵
口格
、制発
凌
は
十
七
ロ
正
午
の
経
瘡
学
恥
を
か
わ
き
り
に、
悶
日
薬
学
燦
十
八
U
教
育
掌
瑛

文
学
秘

…
…
△

▽
…
…

渋
学
画
、
碑
学
部
、
医
寧
鋤
が
発
汲
さ
れ
、
さ
ら
に
十
九
日
に
は
農掌
樋
、
二十
日
に
は
工
学
部
合
格
者
が
発
表
さ

3。…
△

▽
…
…

れ
た
。
合
栢
者
の
総
数
は
募
集
予
冠
人
貞
を
右
†
‡
回
る
二
T
三
[八
人
で
あ
った
が
近
年
低
下
気
味
の
合
格
最
低

…
…
△

▽
…
…

点
が
各
学
諦
と
も
四
〇
～
八
〇
点
上
昇
し
、
実
負
競争
の激
化
を
示
し
て
いる
。
そ
の
他
今
低
度
の
特
轡
と
し
て

…
…
△

▽
・・…
・
は
、
現
役
が
大
巾
に
進
出
し
た
こ
と
、
一駁
に出
題
が易
か
った
こ
と
など
が
あ
げ
ら
れ
る
。

…
…
△

'

本
年
度
京
大
入
学
試
験
に
関
す
る
奴

字
の
統
計
は
別
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

こ
の
統
計
表
に
よ
り
本
年
度
入
試
の
二

三
の
狩
徴
を
み
て
み
よ
う
.

募
集
人
員
が
農
掌
種
の
期
岸
科
、
工

胞蔀
土
木
系
の
贈
員
に
よ
り
計
五
十
五

人
咽
加
の
た
め
、
合
格
者
は
去
年
よ
り

六
十
八
人
多
く
な
っ
て
い
る
。
来
年
度

は
掌
生
急
用
期
の
た
め
さ
らに
増
加す

る
見
込
み
。

さ
て
、
そ
の
急
雌
期
を
ひ
か
え
た
今

年
の
第
一の
狩
色
は
浪
人
合
格
者
の
大

幅
な
減
退
で
あ
る
。
一昨
年
度
を
例
外

と
し
て
、
こ
こ
数
年
現
役
の
比
率
は
順

調
に
伸
び
て
栄
た
が、
一気
に
六
十
五

%
以
土
に
佃
び
た
こ
と
は
驚
異
的
。
浪

人
が
常
に
右
割
以
上
を
占
め
て
き
た
教

胃
学
鄙
、
農
学
部
で
す
ら
浪
人
の
比率

は
そ
れ
ぞ
れ
五
十
二
人
、
四
十
八%
と

鴨
し
く
減
少
し
て
い
る
。

文
科
系
学
恥
で
は
現
役
が
パ
ー
セ
ン

ト
敗
字
で
約
二
十
伸
び
㌃

こ
の
う
ち

澱
人
が
半
教
壱
占
め
た
の
は
教
胃
掌部

だ
け
で
か
ろ
う
じ
て
五
十
二
%
.
理
料

系
丑
学
飾
で
は
全
て
五
十
%
を
割
っ

た
。
持
に
理
、
工
の
二
学
部
で
は
浪
人

は
沓
二
十
、
二
+
八
%
と
合
格
者
四
人

に
一人
の
割
。
工
学
部
航
空
工
学
糾
で

は
つ
い
に
五
%
と
一割
以下
の
比
灘
を

示
し
た
。

こ
の
原
因
と
し
て
例
年
以
野
に
アイ
ー

ブ
で
あ
っ
た
入
訊問
題
の
傾
向
が現
役

に
『
利
で
あ
っ
た
であ
ろ
う
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
る
。
こ
れ
が第
二
の
符箇
で
合

格
最
高
点
、
最
低
点
とも
大
幅
な佃
ぴ

を
小し
に。
数
掌
で
は
始
め
て
二直
点

満
点
を
と
った
も
の
が
奴
人
あ
った
。

こ
の第
二
の
U
向
が
第
一の
狩
徴
の
厨

因
で
あろ
う
と
考
え
ら
れ
る
が
、
入
賦

要
項
が更
翼
さ
れ
る
四
十
一年
度
を
ひ

かえ
て
浪
人
受
験
者
が
少
な
か
った

と
も繕
えら
れ
よ
う
鯉

策
大
な
ども
同
じ
傾
向
を
爪
し
て
お

り
、
入試
問
題
を
励
し
く
レ
た
の
は
大

字
側
の
意
図
す
る
も
の
が
あ
っ
た
の
だ

ろ
う
が
、
入
試
要
項
の
変
更
を
ひ
か
え

て
の
こ
の
傾
向
が
何
を
慧
昧
す
る
の
か

と
い
う
漏で
、
釆
年
度
の
入
試
が
ど
の

よ
う
な
傾
向
を
.不す
こ
と
に
な
る
か
圧

目
さ
れ
る
。

十
八
日
に
行
な
われ
た
法
学
部
の
合格
者
発
衰
風
景

映

画

・講

演

、、燐
ど

多

彩

新
人
生
歓
迎
準
備
委
の
プ
ラ
ン
決
る

京
大
同
学
ムへ
体
η〈へ
応
援
団
、

生
協
の四
斉
で
梢
成
さ
れ
る
矧
入
生
歓

迎準
樹
委
員
会
は
四
月
十
五
日
よ
り
四

月
二十
八
日
ま
で
新
入
生
歓
迎
の
プ
ラ

ン
とし
て、
サ
ー
ク
ル
招
介
、
映
麟
、

請油
な
ど
を
予
定
し
て
い
る
。

目程
は
次
の
遡
り

十
五日

文
化
サ
ー
〃
ル
紹
介
と
映

圃
二
目動
車
泥
据」
が
西
部
調
内
で
二

時
から
。

十
七
日

新
λ
生
歓
迎
ん、で
桑
P
武

氏
人
又
研
教
授
、
湯
川
秀
樹
某
物
樹
所

長
11
交
渉
中
の
「新
入
生
へ
の
提
"」

と
駕
す
る
認
演
と
映
画
「F
月
の
ヒ
日

間
」
(法
経
4
)

十
九
、
二
十
、
二
十
一日
一人
ヴ
、

人学
と
社
会
」
と
い
う
一ア
ー
回、で
講
演

が
行
わ
れ
る
o勘
舳
は
十
ん
日
、U
由啓

暇
工
大
教
授
("
数
学
)
、
禾
川
博孟V

命
働
大
学
総
長
(ー1
民
法
)
、
二
十
日

は
U
簡
ハ郎喚
人
御閲
研
所
長
、
往
谷

悦
治
同志
祉ス
総
k
、
一,ー
一H
は
岡

本
清
一h
大教
捗
(11
赦
治
亨
)
人
河

内
一男
東
人
絆艮
(11
焚
一政
鈴
)

二十
二日

【曹時
か
ら
西
都
認
内
で

運
動
部
の紹
介
。

二十
三日
と
一一十
四
日

「状
況
と

判
断
の「
プー
岬、で
論
演
が
行
わ
れ、
一

功
露
援
団
で
は
茜
農
小を
予
定
。
二
十

三日
の前
師
は
山
田
宗
陣
(ー
餌学
者
)

竹
囚
好
(1ー評
論
宴
)
二
十
四
日
は
騨

出漕
衛
(11
作
家
)
中
岡
卸
郎
▽
大
胸

舳
(11交
ゆ
申
)

二十
六
日
か
ら
二
十
八
日

一拭
々

左
め
ぐ
る
鱗

一の
ノー
マで
一d
悼

悶
順
;

ヘト
ナ
ム
問
賊
=
溜
沃
淵

賄
」
「尿
溝
間
殖
」
な
ど
が
訊
伽
さ
れ

る
。一一十

ハH
の
調
舳
は
弼
鮮
船
連
か
ら

の
講
帥
、
森
恭
三
朝
日
新
聞
論
説
董

輯
、
松
本
七
郎
社
会
党
議
員
、二
十
し

日
は
井
上
光
購
(聾
作
駅
)
朗
日
魯
左

社
(ム党
議
疎
、
鶴
鴫
宙
嶺
凶
大
教
授
、

二
十
八
B
は
心
塚
短
日
新
岬
湿
占
、
勧

畑
忍
配
固
人
続
長
。

京 都 大 学 新 聞 社

 

女
子
臼
格
者
は
百
九
人
で
ム年
よ
り

六
人
の
贈
加
。
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
女

子
合
格
者
が
型
†
も
り
庭
し
た
。
工
学

昭 和40年 入 試 統 計
合 格 者 の 内 訳 と 最 高・最 底 点()内 は 昨 鎮 度 の 数

学1駆 合 格 魯 志願 者1愛 験 看 爽 賃競
争・郵 現 役 浪 人 浪人% 女 子 最高点 最 低 点

姦 胃守学 麗
2U2(202)

50(50)

943(796)
294(287)

868(712)

268(257)

4.3(3.6)

5.9(5.5)

121(82)

24(14)

81(120)

26.(36)

40.1(59.4)

52.0(72.9)

35(29)

ユ2(4)

809(747)

774(694)

633(587)

622(565)

法 学 部 2「r1(ご71) 1,132(1,270) 1,021(1,180) 3.7(4.3) 162(107) 109(164) 40.3(65.0) 4(1) 83d(737) 669(627)

経 済 学 部 220(222) 706(679) 645(635) 2.9(2.8) 139(84) 81(136) 36.8(61.8) 1(0) 812(758) 640(612)

理 学 部 2δ5(259) 723(647) 659(599) 2.6(2.3) ユ99(165) 56(眺) 22.0(36.1) 9(9) 841(814) 689(604)

医 掌 部 1U8(80) 468(402) 394(340) 3.8(4.2) 70(48) }38(32) 35,2(40.0) 6(6) 838(747) 686(637)

藁 学 部 80(8D 250(265) 229(240) 2.9(3.0⊃ 53(41) 27(40) 33.8(50.0) 29(24) 790(727) 626(565)

1畏 学 邸 242(210) 821(6U4) 756(560) 3.1(2.6) 124(63) 118(147) 49.0(70.0) 10(30) 772(694) 558(509)

工 学 部 681)(865) 2,270(2,211) 2,106(2,033) 2.4(2.3) 624(503) 256(362) 28.1(41.8) 1(・0) 819(792) 602(537)

土 木 系 140q25) 376(28マ) 93(63) 47(62) 33.6(49.6) 0(0) 801(752) 643(572)

機 械 系 120q20) 261(310) 83(87) 37(33) 30.8(27.5) 0(0) 814(749) 652(617)

電 働【 系 ユ35(1」5) 314(437) 102(94) 33(41) 24.4(30.4) 0(0) 819(792) 676(632)

金 贋 系 80(80) ユ94(167) A A 42(37) 38(43) 47.5(53.8) 0(0) 777(729) 607.5(556.2)

資 源 35(δ5) 86(98) 小 ノ1、
22(8) 工3(27) 3了.1(77.1) 0(0) 758(683) 602(549)

工 薬 化 掌 50(5U) 126(100)' 43(37) 7(工3) 14.0(26.0) 0(0) 812(733) 687(595)

建 桑、 90(り0) 2」4(ご84) 63(45) 27(45) 30.0(50.0) 工(0) 807(755) 642(608)

燃 料 化 学 30(30) 82(67) 18(19) ユ2(11) 40.0(36.7) 0(0) 811(735) 637(592)

化 学 工 学 40(40) 1U1(78) 明 日日 3ご(22)● 8(18) 20.0(45.0) 0(0) 785(702) 648(552)

r分 子 40(4U) 114(89) 　 　 29(17) 11(2d) 27.5(57.5) 0(0) 77U(718り 640(537)

露 20'(_0) さ3(57) ユ9(14) 1(6) 5.0(30。0) 0(0) 748(673)
齢644(592)

数 理 工 学 4〔〕(4の 98(77) 29(23) ユ1(17) 27,5(42.5) 0(0) 772(723) 681(599)
原 子 唱ズ 20(20) 95(55) 18(13) 2(7) 10.0(35.0) O(0) 755(740) 698(567)

合 成 4し}(40) 1U3(71) 31(24) 9(16) 22。5(40.0) 0(0) 819(711) 698(569)

計 2,308(2,210) 7,607(7,163) 6.946(6,555) 2.9(2.9) 1p536(1,107) 792(1,133) 34.1(50.6) 109(103) 841(814) 558(509)

 

☆

1
斗

、7

b・
'じ
プ
ル
バ
イ
ト
は
厚
隼
」齢
の

置に

よ
る
と
㌔
q
は
例
角
ー
々
く

狭
き
円
に

な
り
そ
う
で
あ
る
.

毎
5ー
の
こ
と
丸
は
あ

勾
が
、

一
月
は

孟
ま
ノ
刀
ハ
イ
ト
の
求
人

は
侃
の
月
に

比
牧
し
C
ル
な
い
。
二
れ
に
加
え

L
甘

.
4
は
経
緬
い

の
小
況

で
、
中

小
命
業

の

}
倒
産
な
ど
あ
い
つ
ぐ
小
鑑

の
57
が
お

ア

ル
バ
イ

ト
は
"狭

き
門

'

下
青
犬
兄
も
好
転
の
見
込
み
な
し

し
よ
せ
て
、
麟
51
の
羊
分
の
白
四
十
七

一人
の
求
人
(二月
)
し
かな
い
。

不
景
気
で
、
門」牛
融に
バ
イ
ト
の
E

要
な
ゆ分
を
肖
る
錯
役
ア
ル
バ
ゴ
ト
の

買令
団が
捜
哨
充

か
り同
尉
化
さ
れ

9へと
、
こ
こ
懸
ガは
ア
ル
バ
イト
状

冴
は
いぜ
ん
目し
いも
の
と
」'わ
鮎.如

ま
た
ド
循
状
羅

今
年
に
な
一、て
特

に

㌻
化
は
な
く
、
晒
ー
.よ
り
い
く
ぷ
ん

か
の
ド
箱
の
増
加
が
め
る
。
し

伊
し

.卵

猛
改
の
月
加
、

「
」
ル

、ん

ろ
.櫃

,
す

る
」
か
6

「
～
生
に
唱
し
㌔
ヤ
る
」

ζ

い

r、た
ド
宥
屋
曳
質
の
鍵
化
、
紳
左

,

予
彌
校
の
九卜
知
さ

か
し
と
の
、鴨
燐
が
あ

り
、
・
"だ
輩

'
卜
福
状
尻
は
改
出
さ
れ

丸
う

」
な

＼
、
ト
粕
惟
は
乱

＼
も
の
と

一
み

り
4、
、
緬

ヘ
へ
の

ト
箱
べ

取
は
"4
る

珊
腔
戸
へ
目
身
」
依

μ
し
㌃
い

佃
.

部
姥
築
学
科
に女
舶
一人
が合
格し
、

数
年
米
の
工
学
部経
脚
点。

千余名が署名
r筍天藪伴コ匿欄 鵬曙

運動本部が声明を発表

 

本
紙
先
創
号
に
簸
報
の
「日
大
覇
件

」
に
贋
対
す
る
全
轡
の
蝦
学
者
の
讐
名

が
最
終
的
に
祭
蓼

れ
た
。
東
大
教
餐

学
諦
数
学
敦
堅に
戒け
ら
れ
た
判
名
催

勲
本
蜘に
は、
昨
年
十
月
五
U
か
ら
約

三ケ
月
の
問
に
、
数
学
縞
八
百
三
十

人
、
学
髭
伺志
約
百
六
十
人
・七の
他
約

三十
人
総
孚
二
十
七
人
の
皆
名
が
繰

ま
った
。
承
大
関
係
で
も
囲
名
者
は
、

埋
学
節、
教
露
都
、
数
理
解
析
研
男
所

を～口ぜ
、
教
授
九
人
、
幼
教
授
、
講
師

二
十
H
人
セ含
む
七
十
二
人
、
そ
の
覗

工
学
顔
の
三
人を
合
せ
て
副
七
十
耗
人

の
魑
名
省
が
渠
ま
った
。

こ
の
岩
名
は
声
明
文
と
共
に
一冊
に

ま
と
め
ら
れ
、
全
国
の
闘
係
者
に
配

ら
れ
る
こ
と
に
な
った
。
そ
れ
に
よ

る
と
、
口
大
又
理
学
脇
当
局
が
今
後

こ
の
様
な
轡
度
を
改
め
る
冒
を
公
に

し
な
い
な
ら
ば
、
日
大
又
理
学
邸
に

は
今
微
一切
協
力
、)な
い
こ
と
を
明

ら
か
に
し
て
い
る
.

寮
食
堂
の
改
修
始
ま
る

改
築
勧
告
の
出
さ
れ
た
建
物

吉
田
祭
の
食
皇
の
改
修
が
こ
の
十
日

か
ら
繁
月
五
日
～
十
日
頃
ま
で
行
わ
れ

る
.
現
在
木
部
の
ペ
ンキ
塗
装
と
破
損

部
の
修
麗
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の

食
験
は
、
兆
衛
生
ど
老
朽
化
で
す
で
に

一月
に
保
健
所
か
ち
改築
勧
告
が
出
て

い
る
。
凸
田
景
炊
事
委員
』
と
蟹
生
代

衷
は
数
年
釆
、
毎
年
の
よ
う
に
食
堂
の

改
修
を
掌
生
部
に
望
ん
で
き
た
が
、
予

算
の
な
い
の
と
、
新
業
嬉
設
の
多
忙
さ

で
あ
ま
り
手
が
つ
け
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
。
と
こ
ろ
が
、
熊
野
の
軌
蜜
一矧
工

曝
に
は
良
敬
の
麺

は
含
ま
れ
て
い
な

い
の
で
増
加
分
の寮
生
の
食
事
は
占
田

漿
の
縄
串
を
利
川
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず

加
え
て
保
健
所
か
ら
の
勧
』
も
あ
っ
て

よ
う
ρく
亭
生
麺も
食
萄
改
膨
」
揃
切

一、た
。

し
か
し
(瞭
4
修
戸
、
改
箪
さ
れ
る

と
こ
ろ
は
釜
の
}個
増
加、'木
出
の

ペ
ン
キ
準
装、
飢
冑
(ハ
人
月
)
の

一個
坦
加
な
ど
旧
カ
マ
ド
の
こ
個
分

は
修

さ
れ
す、
同
理
場
も
橋
じ
く

畔
の
磯
り
か
え
も
で
き
な
い
な
ど
で

で
疲
生
が
要
魂
し
て
い
乙
分
の
一副

騨
度
し
か
賦
修
さ
れ
ず
こ
の
改
修
に

対
し
て
不
商
を
"・.て
い
る
。
そ
の

た
め
米
勾
筏
に
も
さ
ら
に
改
修
を
隻

永
す
る
喚
勢
で
あ
る
。

こ
の改
修
噌
川
は
.ニー
九
月
泥
チ
界
か

「

ら
字生
鵡
が
ひ
ね
り
だ
し
}も
の
.」肩

一一日力
11ぐ
ら
い
。
学
牛
怜
で
は
寮
生

の
畏
求
を
全
泌
入
れ
た
ら千
万
円
ぐ
ら

戦轟羅
難
墾

辰
の
蝋
修
し
か
九
し
え
な
い
∵燈
一郡
の

γ
算
の
域
弱
さ
に
も同
題
占、は
話る
。

現
'dの
争
生
郎予
錘
は
、
缶
.門
山あ
る

距
牛
塘
般
の修
狸
だ
這
.」制
一
称で
、

新
し
い
施
設
や
、
改
修
蟹
な
ど
は
手
に

お
え
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
あ
ち
こ
ち

に
立
派
な
蝿
築
が
進
め
ら
れ
て
い
る
京

大
構
内
、
と
対
称
的
で
あ
る
と
い
う
見

方
も
つ
よ
い
。

合
否
電
韓
配
達

不
能
の
も
の

入
試
期
間
の
三
月
二
日
か
ら
五
日
ま

一で
差
で
誉

ま
し
毒
戯
報
の

=つ
ち
、
次
の
も
の
は
踵
遷
不
能
(磁
載

住
所
な
し
、該
当
人
な
し
等
)で保
曽
し

霧

瀞
鎌

噌
の夜
当

▼
久
阪
府
膠
中
市庄
内
栄
助

高
瀬誠
一力

山
本
止
爪
(ヤ
マ
モト
マ
ザ
ゾ
)

▼ト
ワ
志

ウト

セ
々
ガ
マク

セ
イ
ジ
4ウ
チ
ョ
ウ

オ
カ
ザ
ヰ

ヨ
ソ
カ
ズ

▼
ヒ
ロ
シ
マ
シ

カ
ス
ミ
チ
ゴ
ウ

四
二
五
、

サ
締
キ

コ
ウ
ジ

▼
"
ミ
ッ
マ
ノ
ノ
ザ
ヘ
イ
イ
♪
∫
円

二
六
〇

ミ
ツ
イ

シ
ョ
ウ
ジ

就
職
先
の
決
つ
た
人

}

康
子
核
工
学
科

▽
尿蝉」・燃
科
公社

菊
剋
三
郎

ー

ー

f
山
陽
狩縢
製
鋼

闘
の切
産
と
か春
闘

の
一番
バ
ッタ
ー

決
定
を巡
って
な

ど、
多
少
の
波
乱

を
含
み
つ
つも
、

命年
の
寄も
表
画
は
な
ぎ
、
学
生
の
あ

るも
のは
さら
に自
己
,下
降
8
を
目

指
し
て
い
る。
この
よ
う
な
,下
降
`

の公
勢
の申
で
は
、
近
来
ま
で
左
置
9

一触6
に
も
ては
や
さ
れ
た
流
行
語
が

も
はや
尖
鋭
的
な
意
昧
を
失
な
って
、

てれ
と
両時
に
、
各
人
各
様
の
象
徴
に

ま
で
探
め
ら
れ
納
晶
化
さ
れ
て
い
く
▼

こ
の
一見
静
か
な
春
の
拠に
ス
ラ
ツ
グ

(鉱
澤
)
と
し
て
闘
って
い
る
突
体
な

き
シ
ロ
モ
ノ
ー
レ
ッ
テ
ル
に
よ
って

斗
ヤ
ン
ペ
ー
ン
を
敵
府
⊥
目由
民
寛
が

や
り
だ
す
と
、
た
ち
ま
ち
、
カ
ッ
「
悪

曜三
夕
喜
劇
が
始
め
ら
れ
る
こ
と
に
な

る
。
最
近
こ
れ
が
は
や
って
い
る
。
以

ド
そ
の
兇
本
で
あ
る
▼
「
.呼
ぴ
か
け

ぴ
と
4
お
よ
そ
ナ
ン
セ
ン
ス
な
こ
の
名

称
が
、
ム
る
一月
三
十
日
に
生
れ
た
。

「簿
,広改
暮
阻
止
の
一点
で
一致
す
る

す
べ
て
の
団
体
と
個
人
が
、
い
ま
こ
そ

国
結
し
て
行
動
し
よ
う
」
こ
れ
が
置呼

び
か
け
」
の
趣
旨
の
す
べ
て
だ
。
末
川

團
、
平
野
義
太
郎
、
鈴
木
安
蔵
、
中
島

健
三
、
坂
田
昌
一氏
ら
の
左
堤
学
者
、

作
家
の
広
津
和
郎
氏
ら
が
、
そ
の
舞
台

圓
し
と
い
え
は
、
肯
ず
け
る
▼
そ
し
て

「惣
法
改
慈
阻
止
銭
界
連
絡
会
議
」

は
、
こ
の
ロ
緬
戒
さ
れ
、
そ
の
メ
ン
バ

ー
を
9呼
び
か
け
ぴ
と
`
と
称
し
た
。

こ
の
患
い
あ
が
った
彼
ら
の
名
称
は
、

と
く
と
く
と
し
て
、
各
界
に
呼
び
か

け
、
全
国
的
な
国
民運
動
に
ま
で
発
展

さ
せ
る
と
い
う
。
だ
が
、
ま
ず
こ
の
9

左
翼
学
者
、
文
化
人
グ
ル
ー
プ
8
の意

画
と
ね
ら
い
を
紛
砕
し
よ
う
」
▼
機
関

紙
「自
由
民
主
」
の
「国
民
を
欺
購
す

る
,呼
び
か
け
ぴ
と
`
」
の
引用
で
あ

る
。
「警
戒
す
べ
き
左
翼
掌
者
、
文
化

人
の
勤
き
」
と
す
る
こ
の
記
廓
は
「東

大
総
長
、
京
大
総
畏
ら
艮
識
あ
る
学
者

、
文
化
人
に
は
総
ス
カ
ン
を良
っ
て
し

ま
っ
た
」
と
し
て
「ど
う
第
二
の安
保

闘
争
へ
の
糸
口
を
つ
か
む
か、
そ
の
一

っ
一つ
の
砥
騎工
作
に
腋を

対
決
す

べ
き
と
き
だ
ろ
う
」
と結
ん
で
い
る。

自
民
兄
と
い
え
は
近
年
ま
で学
者
に
は

虐
ま
れ
た
と
は
一口え
ず縫
済成
長
の先

行
す
る社
会
ペ
ー
ス
と
目本
人
の笑
感

仙仰
の
問
を
猷ぎ
切
っ
て
き
た笑
情
だ

が、
最
近
の
入上
鍵
の
。レ
ソシ
ル
、

+
ヤン
ペ
ーン
白
は
山
田
ノ小随
いう
こ

ころ
の
く危
険
な
思
想
家
V
の台
頭
と

も蚊
縁
では
な
い
.

伝統28年!大学受験専門校

髄]璽 塁盤
夢。斐{8雛 劉 計霧 灸・理縣ク・ス

甥 麟 鑑 瀧 擬 篠 肋 ス
＼無 試 騨 ク ラス に は'Llll・ 午 後 ・4欠に碍の ε学 部あ り

東払都渋谷区代 ホ々1の55 鷹
1活国電代々木駅下庫イコへ1分

1321(371)1322

4545

校
即

備
2

艸
咄湘
解

藷

全
醐
A

層

囎藻

剛

テ

煙
阪大

忍耐 は錬達を生み出 し患難は忍耐を生み出 し、

ローマ人 へ の手紙)(聖書錬達は希望 を生み出すことを知 っている。

ラぐ月

地
院

日

番
学
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湘響

受樵

脚

鱗
騰

沿

漢

く

 テ

中 央 線 大 久 保 駅 前

TEし(363)17†1(代 表)

東京都新宿区百人町

3の339番地

 

色特の校

・
本
◆本校独自の本格的テス ト指導

◆毎週英 。数 ・国テス ト実施

◆英語 ・数学 ・国語 ・理科 ・社会の総合教育

◆毎週出題の英語 ・数学宿題添削指導
(ラジオ放墜)毎画日躍日JOLF午 前12時20分より「受験の栞3
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◆ 詳 細 案 内 書 請 求 次 第 送 呈 ◆

新学期開講4月19日(月)
レ午前部理科系絵 合 科(A・B組)
レ午前部交科系綜 合 科(C組)

・ 選械試験にょり入学許可

レ午 前部文科系綜 合科(D組)
レ午前 部理科系綜合 科(E組)
レ午後部理 科系綜合 科(F紐)
レ午後部交科系線 合 科(G組)
レ午後部丈科系三科目受験科(H組)

申込順受付(定 員になり次第締切)
レ午後部英・数・国単科

・'鶉階

ア、講へ轄 ・ドド い

驚為
漁

藏

鰭
轟撃

蕪

猛

囎

、
一

7'

彰

嚇
灘
護

黛
蒙

噺
営
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寂
佛3種郵翻篤1230号

き
わ
め
て
・
政
治
〆
凶
な
…
…

「責
任
」を
め
ぐ
る
分
裂

単
鋤
で
一面
の
見
透
し
可
能
な
空
間

に囲
ま
れ
た
私
た
ち
の
生
活
の
な
か
で

は
、
た
だ
糟
神
の
掩
続
的
な
ダ
イ
ア
ミ

ズ
ムだ
け
が
、
隻
仔の
証
し
と
な
る
こ

と
が
でき
る
。
私
た
ち
が
い
や
お
う
な

く
こ
のよ
う
な
状
態
に
閉
じ
こ
め
ら
れ

て以
来
、
行
為
に
お
い
て
は
俣
守
的
に

置脱
出

σ
の
イ
メー
ジ
は
、
遠
く
ロ
マ

ンチ
ズ
ムの
世
界
に
後
退
し
て
い
っ
た

の
だ
った
。
こ
ん
な
時
に
、
♂
轟善
使

鱒
置
とし
て頗
国
に
招
請
し
て
や
る
と

い
わ
れ
ても
あ
ま
リ
ピ
ン
と
来
ず
日
韓

会
談
の現
段
階
な
ど
と
い
う
講
義
を
受

け
な
け
れば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
や
は

り
一つ
の董
痛で
あ
り
、
興
の
湧
か
な

い
こ
と
もは
な
はだ

し
い
の
で
あ
っ苓

も
ち
ろ
ん
、
着
いう

ち
に
は
広
く
見
閲し

知
織
を
養
つ
てお
く

こ
と
は
必
要
な
こ
と

に
は
ち
が
い
な
い
の

だ
け
れ
ど
。

こ
の
よ
う
な
仏
を

日
本
側
の
招
待
者
で

あ
る
、
ア
ジ
ア
問
題

協
議
会
の
人
々
が、

ミ
ス
・キ
ャ
スト
で

あ
る
と
断
定
し
κ
の

は
し
か
し
、
き
わ
め

8
人
物
の
方が
多
くな
って
し
ま
った

の
だ
っ
た
.

私た
ち
の団
体
の
名弥
は
「訪
韓
学

甕

巴
.
自
昏
容
川
和

穂
氏
の
主牽
す
る
「ア
ジ
ア
問
題
協

膿
会
」
が
招
鯖
した
も
の
で
副
団
長

に
アジ
ア
生
鷹
性
機構
事
務
総
長
補

佐
、
岡
協
議
会
理
事
の石
井
一氏
が

拘
導
員
と
し
て口
大
助
敦
授
の
遠
峰

四
郎氏
、
谷
川氏
の弟
で
同
鰯
議
会

理
事
で
あ
る
昌
弥氏
、
ア
ジ
ア
自
由

青
窪
蛋

日
本
国委
員
会
事
務
局
長

で
あ
る
丸
山
勝
彦
氏
が指
導
員
と
し

て
随
行
し
た
。
学
生代
裂
は
東
大
工

学
部
四
年
の
島
崎
君
をり
ー
ダ
ー
と

わ
れ
0
先
輩
が
犯
した
不
畢
な過
ま
ち

か
ら
出
発
し
た
こ
と
と思
い、
次
代
を

掲
う
日
本
の
若
暫
と
し
て歴
史
の
影
に

邸
吟
さ
れ
た
貴国
国
民
の皆
さま
に
対

し
て
漂
い
蜜
任
を
感
じ
てお
り
ま
す
」

と
い
う
一節
が
不必
要
で
はな
いか
、

と
い
う
意
見
が
学
生
側
か
ら出
た
の
だ

うた
.
わ
れ
わ
れ
学
生
と
し
て
は過
去

い

の
誤
ま
ち
に
資
任
を
感
じ
る必
要
は
な

い
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
椎
名外
相

が
訪
韓
し
た
と
き
も
こ
の
よ
う
なこ
と

を
い
い
、
ま
た
谷
川
代
麟
士
も
こ
のよ

う
な
こ
と
を
述
べ
る
の
は
、
実質
的
に

は
政
策
に
す
ぎ
な
い
と
は
い
え
、胃
質

と
し
て
削
除
す
る
に
は
反対
で
あ
る、

と
い
う
の
が
私
の
意
見
だ
っ
た
。学
生

と
し
て
も
日
本
知
識
層
敗
北
し
っ
ぱ
な

し
の
歴
史
に
対
す
る
貞
任
と
し
て
、
把

え
返
す
と
い
う
点
に
お
い
て
も
必
要
で

う
で
あ
った
.
も
ち
ろ
ん
削
除
す
る
こ

と
が
反
対
一票
で
決
窟
し
た
の
で
あ

る
。
わ
が
り
ー
ダ
⊥
層
と
し
て
は
、
過

去
の
帝
国
主
覇
的
侵
略
か
ら
敗
戦
、戦

後
民
主
主
議
は
す
べ
て
望歴
史
的
必
然

性
4
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
箸
き
世

代
に
と
って
責
任
の
問
題
な
ど
あ
り
え

よ
う
が
な
い
、
そ
う
な
の
で
あ
る
。
こ

ん
な
威
勢
の
い
い
言
葉
を
き
く
と
私
は

いぜ
ん
つ
ま
ら
ぬ
雌
歩
派
な
の
か
、
と

自
局
し
た
く
な
る
程
、
戦
後
∂ナ
シ
ヨ

ナ
リ
ス
ト
8
は
成
畏
し
て
い
た
の
で
あ

る.こ
う
し
た
「責
任
」
を
め
ぐ
る
分
裂

は
韓
国
で
も
学
生
か
ら
謝
罪
要
求
と
い

う
形
で
ま
で
邉
求
さ
れ
で
さ
ま
ざ
ま
な

ニ
ユア
ン
ス
で
も
つ
て
日
本
の
学
生
団

の個

人々
意
識
を
混
沌
と
さ
せ
て
い
つ

たよ
う
であ
る。

何
か
ら
語
り
あ
う
の
か
・…

共

こ
のよ
う
な
⊇
員任
験
口
」
が
消
髭

な風
化
さ
れ
た
貌
で
し
か
私
た
ち
の
目

の前
にあ
ら
わ
れ
な
か
った
こ
と
は
、

一認め
ざ
るを
え
な
い
。
私
は
、
日
輯
会
.

談
の本
質
が
、
日
本
帝
国
主
麟
の
海
外

て
政
治
的
な
発
想
か
ら
だ
っ
た
よ
・つ
で

あ
る
。
い
ま
払
が
い
い
よ
う
も
なく
嫌

悪
躁
に
と
ら
わ
れ
る
の
は
駄
肉身
こ
の

一週
間
き
わ
め
て
敵
治
的
な
雰囲
気
の

な
か
で
政
治
的
で
あ
ら
ざ
る
を
え
な
か

った
こ
と
で
あ
る
。
信
じ
よ
つ
と倍
じ

ま
い
と
、
彼
ら
は
私
を
"左
召
の
シン

ボ
ル
と
し
て
取
り
扱
か
っ
た
ら
、
私
も

嫌
い
な
公
式
的
兜
肖
や
、
さ
ま
ざ
ま
な

き
れ
い
ご
と
で
り規
芦

を
碓
か
め
る

声
明
、
答
礼
、
マス
・コ
ミ
の
イ
ン
タ

ビ
ュー
か
ら
解
放
さ
れ
て
、
そ
れ
だ
け

自
由
で
あ
り
え
た
わ
け
で
あ
る
.
時
に

は
夜
中
ホ
テ
ル
で
気
恥
し
げ
に
「イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョナ
ル
」
な
ど
を
高
唱
し

て、
わ
が
り
ー
ゼ
ー
た
ち
を
怒
ら
せ
た

ζと
も
あ
つ
た
の
だ
つ
た
。
要
す
る
に

私
た
ち
の
使
節
団
で
は
、
判
か
り
す
ぎ

て
い
ると
いう
こ
と
が
、
危
険
な
、
神

経
を
と
が
ら
せ
る
必
要
の
あ
る
存
在
と

な
る
ので
あ
る
。
多
く
の
者
が
素
朴
に

厚観
着
`
を
深
め
、
韓
国
を
分
か
ろ
う

とし
てき
た
か
ら
、
最
稜
に
は
鯉危
険

し
て
東
大
か
ら
三
人
、
慶
大
、
早
入

か
ら
各
四
人
、
申
央
大
二
人
、
東
大

二
人
、
津
田
塾
大
二
人
、
上
智
大
、

甲
南
大
、
日
本
大
か
ら
各
一人
で
計

二
十
人
。
女
子
は
五
人
で
あ
っ
た
。

間
協
議
会
は
、
韓
国
の
亜
細
亜
親
講

会
と
タ
イ
ア
ソプ
し
て
先
き
に
(二

月
初
め
)
輯
国
か
ら
二
十
人
の
掌
生

運
動
家
ら
を
招
い
た
こ
と
が
あ
る
。

金
が
どこ
か
ら
出
て
い
る
の
か
、
と

いう
こと
で
ジ
ャー
ナ
リ
ズ
ム
が
騒

い
だよ
う
に
、
外
務
省
の
バ
ッ
ク
ア

ップ
がな
け
れ
は
、
こ
の
よ
う
な
こ

とは
不
吋
能
なこ
と
な
の
で
あ
る
。

渡
韓
前
に
こん
な
こ
と
が
あ
った
。

金
浦空
港
列
着
時
発
表
す
る
ス
テ
ー

ト
メ
ント
の
検
譜会
の
と
き
で
あ
る
。

(谷
川団
畏
が
醒み上
げ
る
は
ず
で
あ

っ
たが
実
際は
よ
ま
れ
な
か
った
)
谷

川
氏
の草
案
で、
(日
韓
の
地
理
的
近

さ
に
反
し
て
商国
関
係
の実
際
の
.魅い

状
態
を
)
「主
と
し
てお
国
と
H
本
と

の
永
い
歴
史
の
な
かで
ごく
最
近
わ
れ

あ
る、
と
も
い
った
。

こ
れ
に対
し
て
、
君
は
ヒ
ェー
マ
ニ

スト
だ
の、
着
い
世
代
は
も
っと
前
向

き
の姿
勢
で
、
過
去
に
こ
だ
わ
る
必
要

は
な
い
な
どと
さ
と
し
て
下
さ
った
の

は指
導
員
の方

で々
あ
る
。
下
ら
ぬ
世

代論
なん
かで
片
づ
く
も
の
か
、
と
応

酬
す
る
う
ち
に、
根
底
は
"歴
史
観
α

が逸
う
と
い
う
こと
に
落
ち
つ
い
た
よ

(1)

通
基
盤
の
か
い
離

進
出
の突
破
ロ
だ
と

い
う見
方
に
は
岡
意

す
る
が、
だ
から
自

民
寛
の招
請
に乗
つ

て韓
国
に
いく
こ
と

が罪
悪
だ
と嬉
え
る

ほ
ど
紫
朴
で
は
な

い
。程
度
の差
こ
そ

あ
れ、
日本
の政
治

潮
流
が
こ
のよ
うな

モ
ラ
ル
を
も
っ
て運

動
を
を
行
なお
う
と

す
る
限
り私
は
そ
の

想
想
的根
拠を
崩
し

て
い
か
な
けれ
ば
な

ら
な
い
と
思
う
"
私は
わ
が岡
の知
識

人
運
動
にお
い
て賀
任
理
念
が崩
堰
し

　

っ
っ
あ
る
こ
とに
唯
一
の可
能
性
を
認

め
る
者
だ
か
ら、
私
自
身
の
内
的
な
思

想
形
成
の
過
程
にお
い
て、
自
己
の
モ

ラ
ル
を
設
簿
し
て
いく
のみ
で
あ
る。

わ
が
り
ー
ダ
ー
顔
分
の発
想
が、
き

わ
め
て
鹸
覚
的
つ
ま
り
戦
後
民
主
主

競
近
代
主
義
と
い
っ
た
原
感
覚
か
ら、

雇
接
的
に
政
治
課
題
と
し
て
の
日鱒
会

談
を
問
題
に
す
る
と
、
政
府
、
自民
党

の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
同
化
し
て
し
ま
う

の
は
事
実
で
あ
る
。
そ
れ
は
日斡
会談

の
各
項
目
を
純
法
徳
的
に
、
例
え
ぱポ

ッダ
ム
宜
西以
降
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
条
約
、
国
連
決
議
、
日
本
国内
法
と

し
て
解
釈
し
て
い
く
と
、
日
本
の
「ナ

シ
ョナ
ル
・イ
ン
タ
レ
ス
ト
」
が
浮
き

ぽ
り
に
な
って
く
る
と
い
う
構
償
と同

じ
で
あ
る
。
韓
国
側
学
生
が
い
う
三十

六
年
間
の
植
民
地
支
配
へ
の
謝罪
要
求

に
対
す
る
心
槽
的
反
発
は
、
こ
のよ
う

な
舗
理
に
よ
っ
て
裏
づ
け
ら
れ
て
いた

の
で
あ
る
。
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さ
て
、
か
く
し
て
私
は
い
つ
の
ま
に

か
"左
翼
8
イ
デ
オ
ロ
ギ
ス
ト
と
し
て

団
の
な
か
で
孤
立
す
る
光
栄
を
与
え
ら

れ
た
の
で
あ
った
。
私
は
き
わ
め
て
政

治
的
に
ふ
る
ま
った
し
、
輯
国
と
い
う

と
こ
ろ
は
、
ま
だ
ま
だ
政
治
が
身
近

かな
所
だ
か
ら
、
多
く
の
友
人
を
も
ち

え
た
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
、
ど
こ
の
国

で
も
敵
治
屋
的
な
人
間
は
い
る
も
の

で
、
そ
う
い
つ
た
連
中
は
つ
ま
ら
ぬ
こ

と
を
何
回
も
く
り
か
え
し
て
、-じ
き
に

た
いく
つ
し
て
く
る
も
の
で
め
る
。

私
た
ち
は
京
城
大
学
、
高
麗
大
学
、

延
世
大
学
、
梨
花
女
子
大
学
を
訪
ね

自
治
会
主
催
の
も
と
に
右
紀
三
大
学

で
は
約
二
時
間
ず
つ
公
開
討
論
会
を

も
つ
た
。
そ
の
他
に
も
毎
夜
パ
ー
テ

波
乱
を
呼ん
だ生
協
総
代
会
は
去
る

二
月十
三日
開
かれ
、
水
道
光
熱
費
不

払
闘
争
の
助議
を
審
議
し
た
が
、
前
回

と
簡様
、
議
畏
選
出
、
審
■
時
聞
切
れ

な
ど
で
ご
た
ごた
し
て
遂
に
決
議
に
ま

で
持
ち
込
めず
に終
った
。
こ
れ
は
昨

年
来物
価
の
高騰
が
激
し
く
経
営
閑難

に
隔
っ
た
京大
生
協
は
今
年
二
月
二
十

八
日
か
ら
食
堂食
品
億
上
げ
に
踏
み
切

り
、
続
い
て
、文
部
借
の
受
益
者
負
担

の
原
則
に
反
対し
て
き
た
現
在
、
四
月

か
ら
水
光
蟹
に限
って
不
払
斗
争
に
入

ろ
う
とす
る動
き
が
劇
西
各
天
学
の
生

協
で
み
ら
れ京
大
が
そ
の
り
ー
ダ
ー
と

な
っ
て
全
国
的に
斗
争
に
入
る
た
め
の

ス
テ
ップ
とし
よ
う
と
し
た
た
め
今
度

の
総代
の動
議
とな
った
も
の
。
し
か

し
、経
営
梶
を笑
質
的
に
握
る
理
事
会

と
総
代
の
うち
統
網派
学
生
は
、
時
期

旦尚
とし
て
また
指
導
的
役
割
を
嫌
っ

て
か
四月
から
の禾
払
に
反
対
し
て
い

る
.
こ
ζで
生
活
共
同
組
合
が
現
在
コ

っ
た危
檎
とも
不
払鉢
争
と
い
う
全
国

的
な
動
きに
注
目
し
て
み
よ
う
.

隻
揚
固
組
合
は
戦
前
は
学
毘
饗

組
合
の
形
で
発
足
し
学生
生
活
の
保
護

と
勉
学
、
研
究
の
支
え
とし
て各
大
学

で
生
れ
た
。
し
か
し
反戦
還
動
の
機
械

と
も
な
っ
た
の
で
冒
無
の弾
圧
は
激
し

く
ほ
と
ん
ど
つ
ぶ
さ
れ
てし
ま
つた
終

戦
後
の
混
乱
期
に
い
ち
早く
学
生
の
生

活
防
衛
の
た
め
に
生
協は
次

と々
生
れ

学
生
が
占
難
の
時
代
に
学問
を
競
け
る

基
盤
を
提
供
し
た
。
し
かし
4
ン
フ
レ

の
溝
行
と
ア
メ
リ
カ
の
日本
独
占
資
本

復
活
を
め
ざ
す
ド
ッ
ジプ
ラン
の
強
行

に
中
小
企葉
と
供
に
弱
資本
経
営
で
あ

る
生
協
は
た
ち
ま
ちお
し
つぶ
さ
れ
て

し
ま
い
(昭
和
二
十
四
頃)
、
学
生
生

活
は
料
境
に
陥
い
っ
た
が、
朝
鮮
動
乱

に
よ
る
特
需
は
日
本
絆済
を
復
興
さ
せ

生
協
も
一息
つ
く
の
であ
る
。
し
か
し

特
儒
の
終
了
と
共
に不
況
に
陥
い
り
生

協
は
そ
の
再
嬬
に
全力
を上
げ
ね
ば
な

ら
な
か
っ
た
。
日本
経済
の
景
気
上
昇

は
独
占
資
本
の
生
長
と共
に
驚
異
的
な

ほ
ど
に
の
び
た
。済
費
ブ
ー
ム
の
例
来

で
生協
の
運
嘗
も軌
道に
架
った
か
に

見
え
た
が
、
池
田
敢
策に
よ
る
設
備
投

資
を
軸
と
し
た
独
占
資本
の
大
貴
生
産

O

　

制
の
碓
立
は
、
大
妖
消
費
と
そ
れ
に
み

あ
う
、
大
鰍
販
苑
制
の
確
立
(欝
ゆ
る

「疵
通
革
命
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
。
に

向
い
、
中
小
企
業
、
経
営
を
圧
迫
し
だ

し
た
。
そ
し
て
物
価
の
高
騰
は
政
府
の

抑
圧
策
に
も
か
か
わ
ら
ず
毎
年
続
き
符

に
昨
鉦度
朱
か
ら
今
年
初
め
に
か
け
て

ひ
ど
く
な
り
、
大
企
業
の
道
出
"
ス
ー

パ
ー
マー
ケ
ソト
方
式
に
よ
る
女
価
商

昂
の
販
亮
と
中
小
企
業
の
系
列
化
、
そ

れ
に
加
わ
ら
な
い
企
業
は
倒
産
と
い
う

形
を
と
る
傾
向
は
昨
年
来
著
し
い
。
生

協
も
小
企
装
の
運
命
に
た
が
わ
ず
経
営

閑
難
に
陥
い
った
。
特
に
、
甫
価
より

安
く
学
生
に
販
亮
し
て
い
た
商
品
が
、

巨
大
な
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
よ
る

よ
り
女
い
メ
ー
カ
吊
販
売
に
太
刀
打
で

き
な
い
状
魍
に
陥
い
り
つ
つ
あ
る
こ
と

は
、
生
協
の
存
在
基
盤
を
も
危
く
す
る

も
の
で
あ
る
。

現
在
こ
の
よ
う
な
状
態
に
あ
る
生協

は
全
国
の
大
学
に
お
い
て
も
同
様
の
危

機
に
あ
る
。
文
部
省
は
受
益
者
負
担
の

原
則
を
振
り
か
ざ
し
、
学
徒
厚
生
器議

会
な
る
御
用
機
関
を
利
用
し
て
学
生
ま

で
も
独
占
資
本
に
組
込
も
う
と
し
て
い

る
。
こ
れ
に
対
し
て
各
大
学
生
協
は
三

+
八
年
以
来
全
国
大
学
生
協
岡
組
合
連

合
(全
生
協
)
に
お
い
て
受
益
者
負

担
の
原
則
反
対
を
採
択
し
た
ま
ま
何
等

実
際
に
手
を
打
つ
こ
と
な
く
過
し
て
き

た
。
し
か
し
去
年
米
の
物
価
高
騰
は
遂

に
生
協
を
し
て
食
品
値
上
げ
に
ま
で
踏

み切
ら
せ
て
し
ま
った
が
亀
問
題
は
値

上
げ
でか
た
つ
か
な
い
の
で
あ
る
。
最

近に
な
って
、
闘
西
地
生
癌
が
中
心
に

特
に
京
大
、
同
大
、
関
西
大
、
市
大
な

ど
が動
き
出
し
、
す
え
尉
に
な
った
ま

ま
の受
益
者
負
担
の
の
原
則
反
対
の
員

体
的行
動
に
移
る
様
子
が
見
え
て
き
た

そ
れは
全
股
に
わ
よ
る
不
払
は
不
司
能

であ
ので
、
特
に
大
き
な
負
拙
に
な
る

水
道光
鄭
費
の
不
拡
凹
国
曝
負
担
への

方
向
に
向
い
つ
つあ
る
。
関
西
大
学
で

は
去
年
末
から
す
で
に
水
光
戯
不
拡
を

冥
施し
て
いる
。
ま
た
今
年
に
な
って

一月
には
旧
七
帝
大
の
生
協
で
は
学
生

生
活
の防
衛
の
た
め
に
六
月
ま
で
に
は

各大
学
に
お
いて
不
拡
突
入
に
足
並
を

そ
ろ
える
こと
の
意
志
統
一が
で
き
て

い
る。
そ
の
他
、
市
大
、
滋
賀
大
、
神

大
、
神
商
大
な
ど
が
四
、
五
月
か
ら
不

払
を実
晒
す
る
こ
と
を
予
冠
し
て
い
る

ま
た同
大
で
は
学
生
会
飢
の
新
設
に
伴

う学
生
負
担
額
が
千
円
以
上
に
も
な
る

の
でこ
れ
も
掌
友
会
の
全
力
を
上
げ
て

不
払
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
って
い
る

こ
のよ
う
に
関
西
地
方
で
の
不
払
行

価
の機
運
は
高
ま
って
い
る
が
、
全
生

協
では
具
体
的
な
方
針
を
打
出
し
て
い

ず、
京
大
に
お
い
ても
蔚
述
の
様
に
方

針
は
まだ
決
ま
って
いな
い
。

こ
れ
まで
述
べ
てき
た
様
に
日
本
の

終
済は
す
で
に独
占
体
制
を
確
立
し
、

中
小
企
業
の
列
化
、倒
産
は
毎
月
記
録

を
更
新
し
て
い
る
。
そし
て政
府
は
開

放
経
済
を
迎
え
た
日
本
にお
い
て中
小

企
業
は
対
外
競
争
に
弱
い
の
で大
貸
本

へ
の
投
資
に
最
点
を
お
き
、
日
醜
会議

な
ど
に
お
け
る
独
占
資
本
の海
外
進
出

を
図
り
つ
つ
、
国
内
に
お
い
ては
、
学

校
審
答
申
(
コ
一、
一八
通
遠
」
「期

待
さ
れ
る
人
聞
像
」
)
や
大
小企
業
の

磐
覆
資
、
理
エ
系
の
制
強
な
ノ天
学

や
中
小
企
業
を
独
占
資
本
体
制
に組
込

む
努
力
は
最
近
に
な
っ
て
と
み
に
顕著

に
し
て
き
た
。
京
大
に
お
い
て
は経
済

研
究
所
の
増
強
、
能
野
寮
にお
け
る受

益
者
負
担
区
分
方
式
の
強
制
と讃
り
教

育
機
関
化
な
ど
に
も
そ
の
気配
がみ
ら

れ
る
。

生
協
は
そ
の
基
本
と
し
て、
学生
職

員
生
活
の
保
護
、
防
衛
に目
凛
をお
い

て
お
り
、
独
占
賢
本
の大
峨
販売
1ー
ス

ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ノト
方
式
に
太刀
打
出

来
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
現在
水
光
鍛
国

障
負
担
以
外
に
そ
の
存
在は
危
く
な
っ

て
い
る
。そ
れ
な
ら
ば
生協
よ
り
安
い

店
が
あ
っ
てよ
け
い
い
い
ので
は
な
い

か
と
思
っ
て
は
い
け
な
い。
現
在
生
協

が
果
し
て
い
る
役
割は
低
額販
亮
に
だ

け
あ
る
の
で
は
な
い。
学
生
、
職
員
の

研
究
、
勉
学
条
件
の
整備
11教
育
環
境

整
備
や
、
消
畏
者
保
護
"独
占
価
格
、

独
占
商
品
か
ら
消
畷
者
の
防衛
、
値
上

反
対
運
動
(税
金
を
徴
粟
し
た国
が
物

価
抑
制
も
せ
ず
に
助
す
る
政
策
を
と
つ

て
一般
消
質
者
か
ら
二
璽
収
奪
を行
っ

て
い
る
こ
と
は
雄
の
目
に
も明
ら
か
で

あ
ろ
う
)
を
通
じ
て
学
校
自
治
の
防
衛

な
ど
の
役
制
を
持
って
い
る
の
で
あ
る

生
協
の
存
続
は
現
組
合
員
32
万
人
の
生

活
に
か
か
って
く
る
の
で
あ
る
。
独
占

資
本
の
横
泰
を
許
せ
ば
戦
葡
の
学
済
の

様
に冒
憲
の
弾
亙
を
招
き
、
ひ
い
て
は

政
府
の
檀
民
地
政
策
と
国
内
反
動
を
招

ず
る
ので
ある
。
今
こ
そ
生
協
の
独
占

資
本
か
ら
の
防
衛
と
碓
立
、
学
生
生
活

の防
衛
に
立
ち
上
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

残
さ
れ
た
道
は
受
益
者
負
担
に
反
対
し

水
光
費
の
国
鳳
負
担
を
勝
ち
と
る
他
に

な
い。
他
の
各
団
体
、
学
囚
の
学
生
と

の
協
闘
、
情
富
活
動
は
勿
論
や
ら
ね
ば

な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
牛
協
の
よ
う

に
全
国
的
に
組
織
さ
れ
た
団
体
は
す
ぐ

さ
ま
に
も
貝
体
的
活
動
に
入
る
へ
き
で

あ
ろ
う
。
他
の
請
団
体
も
や
る
気
は
あ

り
な
が
ら
実
緬
で
き
な
い
の
は
横
の
つ

な
が
り
が
弱
い
た
め
で
も
あ
る
。
例
に

と
れ
ば
、
各
大
学
寮
が
散
発
的
に
行
う

不
払
闘
争
は
処
分
者
を
出
し
て
久
敗
し

て
い
る
。
生
協
よ
、
今
こ
そ
学
生
生
活

の
防
衛
の
た
め
に
、
反
動
化
阻
止
の
た

め
に
V
ち
上
が
れ
。
(ー
)

イ
が
あ
リ
フリ
ー
・ト
ー
キ
ン
グ
の

時
間
も
あ
つ
た。

公
式
的
な
席上
で
は
必
ら
ず
日
範
問

題
が
と
り
上げ
られ
、
そ
の
集
約
点

"
は
十
四
日
、十
五
日
に
も
た
れ
た
日

鱈
学
生
模
擬会
酸で
あ
った
。

当
初
、
私
たち
は
お
互
いに
山
禰
す

●る
岡
題
の
ど
こ
から
手
を
つけ
よ
う

か
と
い
う
点で
、
共
通
基
盤
の
確
認

が
で
き
な
いま
ま
、
いさ
さ
か
じ
れ

っ
た
い
時
間を
過
ご
し
た
の
だ
っ

た
。

お
互
い
に何
か
と
到
解
し
よ
う
と
い

う
気
掩は
十
分
に
あ
った
の
だ
が
、

通
駅
を
通じ
て
の
ま
だ
る
っこ
い
時

間
と
、公
式
の
席
上
で
は
、
あ
ま
り

に
通じ
あ
え
な
い
協
分
が
多
い
よ
う

な気
がし
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
.

日
本
側
学
生
に
つ
い
て
い
え
ぱ
、
徹

匠
的
に
下
ら
な
い
の
は
、
す
べ
て
が

き
れ
いご
と
の
友
好
的
膚
辞
、
そ
れ

も
ま
ず
は
輯
国
の
印
象
と
い
っ
た
毒

に
も
桑
に
も
な
ら
な
い
、
こ
と
ば
に

終
止
し
た
こ
と
で
あ
る
。
政
治
と
い

ろ
も
のが
そ
れ
ほ
ど
切
実
で
は
な
い

日
本
の学
生
、
そ
の
な
か
か
ら
よ
り

す
ぐ
って
非
政
治
的
学
生
の
と
う
と

う
と
し
た
弁
齢
は
、
日
本
の
学
生
の

間
から
も
、
韓
国
の
学
生
か
ら
も
嘲

笑
され
た
こと
は
当
然
で
あ
る
。
こ

うし
た
こと
を
二
、
三
回
く
り
か
え

す
う
ち
に、
日
本
側
の
学
生
の
一部

は
、
す
べ
て
をプ
リ
蒐
・ト
ー
キ
ン

グ
の
時
間
にあ
て
るよ
う
に
要
求
し

た
。

韓
国
側
の
接待
役
に選
ばれ
た学
生

も
約
二
十
人
、
京
城
市
内
の
大学
か
ら

自
治
会
関
係
者
も
含
め
て
空
港
到
穏
い

ら
い
、
連
日
行
動
を
共
に
し
た
。
後
援

団
体
と
し
て
韓
国
大
掌
総
連
合
会
も
加

わ
って
い
る
よ
う
に
、
各
大
学
で
の
接

待
も
自
治
会
が
行
な
っ
て
い
た
よ
う
で

あ
る
。

フ
リ
ー
・ト
ー
キ
ン
グ
は
、
ホ
テ
ル

の
部
屋
で
、
バ
ス
の
中
で
、
あ
り
と
あ

らゆ
る時
に
行
な
わ
れ
た
。
私
た
ち
は

こ
うし
てよ
う
や
く
個
々
の
も
って
い

る
切
冥
な問
題
を
ぶ
つ
け
あ
う
こ
と
が

で
き
たは
ず
で
あ
る
。
会
蹟
は
英
藷
だ

っ
た
け
れ
ど、
話
が
込
み
い
って
く
る

と
筆
談
と
い
う
こ
とも
や
った
。

×

×

×

私
た
ち
は
一週
間
京
城
市
に
滞
在
し

さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を見
聞
し
てき
た
。

輯
国
の
学
生
が
日本
の掌
生
に
対
し
て

い
わ
ぱ
政
治
と
い
う次
元
にお
い
て極

め
て
騨
念
化
し
た問
題
を、
投
げ
かけ

て
き
た
と
き
、
殆
ん
ど
の学
生
は
意
識

の
滉
乱
を
常
えず
には
お
れ
な
か
った

に
ち
が
い
な
い
。彼
ら
の行
勤
の原
理

は
私
た
ち
に
は
一見
予
測
の
つ
かな
い

も
の
で
あ
る
。
日輯
会
談
の進
展
を
め

ぐ
っ
て
再
び
デ
モ
の
報道
が
新
聞
紙
上

に
あ
ら
わ
れ
てく
るだ
ろ
う
け
れ
ど
、

多
く
の
滉
在
した
情
念
を
私
た
ち
は
そ

こ
に
み
な
け
れば
な
ら
な
い
の
で
あ

る
。次

同
か
らは
、
学
生
運
動
の
問
題
を

中
心
に
、
ナ
ソ
ヨナ
リ
ズ
ム
、
B
韓
問

題
、
ソ
ウ
ル
市
の印
致
な
ど
を
目、体
的

に
瀞
い
て
い
こう
と
思
う
。

(M
)
つ
づ
く
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38000名中370名の合描者数

一 般 他 校 の 例
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江畿 予 ● 鍵

1京 大含絡看歓と不食格響歓 図1で 合格率の場合最も注憲すべき

点は不合格者の割合であります.本 佼は儲かに270名 に過ぎません
が一般他校では実に630名 の大多数に及んでおります

11京 大舎幽 数と合格轡準 本校は1,500名申330名即ち全校生の1

/4。5が京大へ合格しますが、いま・一般他校の例で在校生38000と致し
ますと、一般他校では、3,000名中京大合格者はわずか370名即ち全在

校生の1!8.1の み京大合格となつています。
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昭和39年度本校生京大合楮零

其の飽一般触校の例近毯予億蟹の例
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630名
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京 大 不 合 格 者 致

一 般 他 校 の 例
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巫

・
≡問題別批評 ≡ □ 畿 欝 な騰 力を見る形式として燃 面酬 聯 魏 の辺り}ま京大的剛 豊かで大臓 憲

さて受験生の側としては案外苫手な形式で余程填颪に己まないと取りこぼしが多いだろう.時聞を十分に掛けるべき問題である。成繍の方は

大半が半分以上出来ているものと思われる。

諸 言1イ篠離駕季驚 離2麗欝鷺慧二撫 さもぜんぜん販けられ軌
口、例年選択コースに難問が出題されていたのが、今同は購ろこの盤択コースの方が平易である。

以上のコ翻 鵬 と購 した上では。剖 澗 される棚 点であるように思われる.さ ・に細働 に注財 べきことは[=]と[=]

で所謂基礎力をアストしようとしていること、それと文科系の場合幾何として合計二題分要求されている点であろう

ともかく難問がないということは、止しい実力の持主にはなによりも有難いことであり、私どもが一貫に強調して来た「正しい数学教育」の

見解とまったく一狡するものとして同慶に堪えないところである6ただし問題が素直であり、繁維さが少なけれは少ないほど論旨の適確さ、吟レ
昧の慎駐さその他計算の正確さなどすべての点にわたって万全の注意力が要求されることは申すまでもない。この窟味で今回の京大の問題は、

やや消極的な感はあるが、まずは妥当な出題と評して差し支えあるまい。

皿 京大受験轡歓と合格箪 本校では500名が京大を受験し330各合格する、即ち6割6分 の合格串であるが、一般他校の例では1,000名中370名

合格する、即ち3割7分 の合格撃である

W京 大不食格看と他大学合絡暑 本校では在校生1,500名中京大不合格者及び他大学台格者はたった1,170名である、一般他校の例で3,000名

中実に2,630名が京大不合格、又は紀大学合格者である.

以上のように、今まで着実に薩歩、上昇をして来ました.今後ともさらに一名でも京大合格賓を多くするよう、皆さんとともに、糟進して、

厳しい闘魂と根性をもつて「静かな栄冠」を自らの手に勝ちとりましよう。

京大入試への輝く成果A5版24頁 のものです。無料にて配市中です。希豊者はハガキで甲し込んで下さい。

本校の一力年の教材と、京大入試問題との対照であります。私共が営 と々過去一 力年に亘つて、全精力を注ぎ込んだ成果がどれ程見事に笑を

結んだことか、いささかも飾ることなく、このありのままの資を示したものであります。

 

◆孝康井永◆

最も標準型の問題で、kについての憶等式条件、搬と係蚊ならびに相加相乗平均の定理を用いればよい.受験生として最も親しんで

[コ いるもので従。て囎 。当然艮好。駈 ただ。れが醐 嫌 と鹸,に も過多ではあるまい岬 。次の国 の方を騰 多・し

た方が妥当のように思われる.■

三角闘数の応用として全く予頃な問題であろう。解法も数禰類あり、受験生の突力を調べる上で過不足なく平凡ながら艮問である。口

解答上庄意すへき点は()tα臓十()=0の 形式で各()=0と もって行くのが一番髄 だが、このときω」Z宰Oの述べ方に慎颪を期

して欲しい。吟駄態度に・R点のかかった出題で、戒紋は十程度のものが手をつけておりそのうちのをが並解と思われる。

こく基礎的な幾何の問題であるが、主眼点は両意の合同を用いる点と全般的論証態度を見る点にある。途中で案外述へにくい感じが

して来る所は京大独特のもので、ほんとうの幾何の理解力を見る艮問といえよう。完全解は案外少なく、全体の3割に満たないであろ
■

●

●
.

4狛にいって平凡過ぎて物足りない感を免れない。出来れぱ今少し工夫して力の鐘を判別し得る問題に改艮して欲しかった。この

辺り前年度の出題が余りに程度を越えていたのでその反動として平易過ぎたのではなかろうか。いつれにしても極端かり桃疏へとい
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4月38午 前10時

本校本館2階 教室

元大阪学大教授 永 井 康 孝

 

時日

場 所

担 当

ア ドバ ンス・コース

京大理科 クラス 申込順・5韻まで

京大文科 クラス 受付中

4月15日 始業

京都市上京区烏丸今出川南 電(44)6681・6710
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さ て 私 共は 一 昨 算 名実 とも に生 まれ か わ っ た近 畿 予傭 校 と して 新校 含 ≡ ≡

を落 成 し 史に 水 井 先生 と いう 農 の教 甫 者 を 中心 に 致 し ま して ノ」全 の態 勢 ≡ ≡

の もと に 新発 足 致 し たの で あ り ま す。 小 教 至 、尭 備 し た設 備 、 郵心 な拳 ≡ ≡

務}験員 拶 ど まず 私 共 の力 の 及 ぷ 限 りの 方 法 を調 じま し た。 そ して こ れに 塁 ≡

≡

入魂の意我をもつ、教育指噂者
として水井先生の御出馬を願っ
たのであります。事いやしくも
教育に関する眼り一切を先生にロ
衝一任し、若々しく生命にもえ
た理想の教脅の場を一歩一歩と
築き上げて行く夙存でございま
す。
「愛される学校」 甲尺^か ノ

七こに教肯の窮極の姿があるの
です。この目螺に向かって私共
はつぎの二つの心構えに徹した
いと思います。自由な雰囲気と
厳正な教曹であります。学問の
自由…どのような立場の方 で々
あろうと学問に逆なる限り、私
共は喜んでお迎え致したいので

永
井先

生
を
中心

に
し
て

す。現に永井先生は京大クラス ≡葦
を囲講され、あらゆる力面の方 皇≡
々と一体になって学問一本に打 ≡≡
込んでおられます。表面上の喧 ≡≡
細な斧別など超越して、教える ≡≡
もの教えられるものが一体とな ≡≡
って精薩している姿こそ、真に ≡≡
自由の精神の▽㌔ズ ζ1ノ。1≡ ≡
一つは、私共は学問に闘する限 ≡≡

り激正であらねばと、記してお ≡三
ります。たとえば模擬試融はそ ≡≡
の学校の生命とも申すべき行事 ≡≡
でありますが、先生のその硯準 ≡≡
に対する厳格さは恐らく絶無と ≡≡
申せましよう。一題一越選ばれ ≡≡
る問題がどのような意味をもっ ≡≡
て受験生に役立つか。どの面に 三≡

ウ ェイ トを 源 き或 いは 省略 す べ き か 。そ して 大周 的 に 生 徒 が いつ も こ れ ≡ ≡

≡ に 向 って 頁 剣 に打 込 ん で来 て い る か ど うか 。 等 々筆 舌 に尽 し難 い 配 慮 を ≡ ≡

塁 毎 回払 って お られ るの で す.あ く ま で先 生 の 学 間に 対 す る 厳正 さ を 土 上 ≡ ≡

≡ の も の と して 、学 校 全 般 の品 格 と 申 し ます か 、 格調 とい っ た もの を ど こ ≡ ≡

≡ ま で も高 め た い もの と 念 願 して い る 次第 で す 。 ≡ ≡

嶺川1鵠川鱒1柵川9叩・醐鴫U瓠mlllll1犀川1樋鴨1鎚399鵬9剛騨1開10101川川"璽3川1r川聴ll髄1閥llM川零川m川川1川川lllll臆`11111監川1瞳1■1零川邑1811鴨ll"llい、

 

O

,

うのは好ましくない。「問題をつくる」こと自体一つのきびしい学問的創藍であって欲しいものである。

まずよずの穆度である。触去も微分して行くか、f(のを未疋の2次 式に定めて行くかの二虚りあって、こく自然の磨想が褐られる
四 ものと思われる。成績の力は4劃程度のものがなんとかこなしているで筥あるひ

珍らしくもBコースに幾何の出題で、文糾系のものには今回は幾何のウェートが相当高くなったわけである。問題せのものは内心

国_係 よ・長さを謝 て行・ば・・答が得・れる筈で撚 程度としては 回 ・対応するものであ。て、幾何が蹴 。の

なら平易、反対に幾何恐師征のものなら投出すのではなかろうか。

この肋 ものは2次 式の正1胱 期 で・受験生には最も翫 感のあるものである・丁度 国 に対応した程度で正解は大多数に回

及ぷものと想懲される。出来れはこれも今一歩つき込んだ形に拙下げて欲しかった。能力丘に段階がついてこヒ聞題の意戎が生ずる

のであるから。 、

}の

噂

京大合格者赦と京本合格畢について

私逮の学園ほど「着々しく愛される学園」はありません、また「厳しくも正統な学闘の鰍 」が行われている学園もありません.その必然の

結果として、「冠絶せる合格取」が生れるのです。本校は1,500名中330名の京大合格者数です。いま一般他校の例をとって、かりに在校生を{音
の3,000名としますと、一般他校では3,000名中京大合格煮は、370名てす。これを各程グラフに示すと次の如くなります。
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端的に数学としての合洛基ザ腺を考えて見よう。
三結 び 三 まず最も競學の儀い字都で70～80点、中位のら一部ご100点、最も烈しい

学・部で120点が人きくいっての目衣となろう。

その只体的方法としては[口[コ で6・六・・選択コースの勘・で」0齢 湘・樋 ま

ず確保すること、あとは各人の余袷のもとで部夕,点を積み上げればよいのである。恐ら

く順調に自己のペースに乗つたものは160点 削侯の好成績をマーク出来たことであろ

う。最後に全受験生の成承を衣小して見る。
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年4(第3穫郵便物認可)篤1230暑`3)

囲
【鏑賃1例 年のことながら京大の入試間題は、その特徴傾向にこ3いて万人の関

心を誘わずには惜かないものをもっている。一つには全国的に代衰校としての指
標を示すものであり、いま一つはその作成態度に見られるきびしいまでの着心の

あとが、吾人を打つからであろう。さて本年度のそれはどのような内奮のものであるか、逐一的に
検討を加えてみることにする。その際あくまでも轡眼的に判断し、あるいは礼を失する醤辞も二三
に止まらないかも知れないが、ひとえに入試のもつ厳粛な使命に㎡しての故であるζとを御了解願
うものである。
【聞口の検討1
【1】番。これこそ最も京大的な番りに瀧ちた聞 で、出題者の苫心の糧に心から敬憲を払いた

い。この穗の閲題は、こり過蟹ては数学的該心を失い勝ちなものであるが、それがζζ二ではみごと
に中庸を得ている.受験生のもつ基本的思考乃至推理性は、この間題によつて正しい姿で段階的差
異を定着するに遭いない。ζれこそ入猷本来の意義に通ずるものであつて、今後ともこの租の出題
をより積極的に御検討願いたいものである●
【2】番。甚だ平凡でと角の批物を要しまい●根に関する典型的な閥題で、仲ぱ樵械的思考性を対

象としたものに過ぎない.従 つて受験生の能力鐙に段階を見定めるにはいささか力不足かと思はれ
る。今一歩の堀下げがあれば、見違えるばかりになるのではあるまいか.
【3】番。まずまずの艮問で、これな

ら十分受験生の喫力をそれも基本的掌
力が適確に把握されるものと断じてよ
い。まず着眼の方向が第一の間慧点で
担当数のものが振るいに掛けられよ
う。つぎに三角幽数の恒簿式的処腫な
らびに計算力を蟹求している.全体の
程度としてはや、平易であるが、段購
的多面性をもつ点で相当「熟した」問
題である.傾 向的にいつてもこの糧の
ものが(も う少し程度を高めてもよ
い)京大の中心問題になつて欲しい.
【41番。【11番問様索直な艮問とし

て双手をあげて賛成したい.幾 伺本来
の意義としての論証性が、ここではさ
りげなくそれでいて緻密な思考力が閥
題一ぱいに要求されている.京大の大
きな特徴である「吟味力」が伸び傭ぴ
と打出されて心よいぱかりである.こ
こにはなんの予備知識も必竪でなく
(両意の合同性のみ)、 それでいてい
ざ部明となると強い渋滞醸を覚えざる
な得ない.ま さに入試問題の本測なの
である。ひとり京大のみならず、すべ
ての大学出題者の心構えとして頂きた
い程で、敢て最大級の質辞を量 レた
い。
【A51番。迫力の上でやや塾縮の感

がある。1もちろん単に基礎力を知るだ
けなら問題は別だが、いやしくも入試
である限り能力箆判別という大前提が
蔽存するはずである.い まの場合 ×

出
題
者

「の
永苦
井心
康 に

毛警

× 素材が基礎的であればある程、そ
の消化の仕方によりきびしい学問の目
が欲しいものである.
【A61番。典型的な積分の閥題でま

ずは無難である。狙いとしては非常に
面白いのであるが、これまたその堀下
げにおいて今一歩の感を晃れない。刑
えば二度程微分するだけで一応の騨が
出てしまう所など甚だ物足りない。ま
して高度な数πの出題として見た場合
なんとしても弱々しい印象しか残らな
い。
【B51番。普通融合問題と呼ぱれる

もので、主として長さの計算に移って
行けばよい。Bコ ースとしてこの種の
ものを一題含めることは甚だ妥当で、
問題の程度も比較的無難である●Aコ
ースとのバランスも十分取れている.
【B6】番。二次の正値形式酷で受験

生には得意中の得意なもの●まして内
響もごく平凡と来ている.恐 らく圧倒
的な正解者を見たことと想像される.
端的にいうなら、そこには「機械的反
射的な思鳶があるだけ」ではあるまい
か。もち諭「これすら出来ないものは
問題にせず」というた憲味での出題な
らそれなりに理解出来るのだが、それ
にしても今少し受験生の能力差を見出
すべき方向に一歩趨めて頂けるよう願
わずにはいられないのである.
【紹請】以上非礼も顧みず思いのま

ま卒直に批判を行なったのであるが、
ひとえに受験生の瓦摯な態度を熱慮した上での発君であり、大学側の寛大なご理解を衷心より御願
いする次第である.では改めて京大独自の傾向を総まとめしておこう。まずなによりの符徴は【1】
【31【4】番にみ昏れるように・一見平易な対象ながらその思者過程を一歩一歩慎璽に掘り下げて行
く問題、所謂傭 えさせる問題∫吟妹力の問題」にすべてが掛っているのである.一謬にしていえぱ
「難しく考えないこと、正しく素慮に考えること」に尽きよう。これこそ学問本然の姿であし、いや
しくも学問に志す人すべての希求する所に他ならない。どうか京大志望の諮氏は徒らな難問をさけ
徹底的に良問を正しく追究して頂きたいのである.つぎに個 の々対象としては三角、根の問題、幾
何で場含分けなどきわだった特徴であろう.十分心しておくべきである。鰻後にとくに本年の特徴
はAB両 コースともいささか平易に過ぎ金体のバランスを弱めている点である.あるいは昨年度の
それが余りにも難解であつたため、出題者の側に無意識にしろ平易に平易にと考え過ぎたのではな
いかと想像される.が公正厳粛な入試においては「出題」そのものが一つの学問的創造でなければな
らないのである.極めて苦しい創造ではあろうが、敢て大学側のこ賢察をご鵬いして結調とした
い。(予 備校綿師)
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一
番

賀
七
十
兀
人
(二
人
畑
)
、
香
川
六十

七
人
(二
人
増
図
福
岡
六
十
五
人
(十

人
増
)
が
依
然
強
み
を
も
っ
て
い
る.

そ
れ
に
続
い
て
東
泉
四
十七
人
(九
人

誠
)
、
静
岡
四
十
五
人
(三人
増)
、

愛
媛
四
+
五
人
(
一人
威)
、
奈
艮
三

十
九
人
(増
減
なし
)、
山
ロ
三+
九

人
(七人
威
)、
長
野
三十
七
人
(六

人
増
)
な
ど
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を
追
って
い
る
。
ま

た
そ
の他
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か
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ぞ
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格
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通
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で
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る

大
阪
の
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寺
高
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九
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合
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襯
加
し
七
十
六
人
の
合
格

者
で
二
位
、
北
野
高
校
は
五
十
五
人

(六
人
滅
)
で
四
位
、
と
昨
年
同
様上

位
を
占
め
大
阪
勢
は
、
聾
中、
高津
、

茨
木
、
住
吉
と
ベ
ス
ト
ニ
十
校
に
七校

が
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い
る
。
京
都勢
は
洛

量
高
校
が
六
十
六
人
(三
人
増
)
で
や

や
面
目
を
保
っ
た
も
の
の、
鴨
折
高
三

十
四
人
(三
人
期
)
紫
野
高
三十
三

人
(二
人
増
)
洛
北
筒
二
十
二人
(五

人
戯
)
と
不
振
が
目
立
っ
た
.
一方
兵

剛
勢
は
神
戸
高
校
が
五
十
五人
(八
人

増
×
灘
高
五
十
三
人
(十
八
人
鋼
×

甲
陽
学
院
五
十
一人(十
九
人
襯
)と
萄

笑
な
伸
び
を
示し
て
い
る。
そ
の
他
に

は
、
愛知
旭
丘、
滋
賀
膳
所
高
、
姫
路

西
、
高松
高、
岐
阜
高
、
岡
山
朝
日
高

の地
方
名
門
高
が上
位
二
+
校
に
く
い

込
ん
で
い
る。
こ
の
表
以
外
で
は
、
岡

山操
山
、小
禽
高
へ三国
丘
高
、
瀞
腸

高、
艦
峨
野
茜
、
朱
雀
高
、
桃
山
高
、

修
道高
が
二
十
人
以
上
の
合
格
者
を
出

し
てい
る
。

以
上
の
よ
う
に
本
年
度
の
合
格
者
分

帯
は
催
然
近
幾
勢
の
圧
倒
的
な
強
み
は

ゆ
る
が
ず
、
赦
年
来
の
京
都
勢
の
不
振

は
立
ち
直
り
の
き
ざ
し
を
見
せ
ず
、
愛

知
、
静
岡
、
長
野
な
ど
中
部
地
方
勢
の

遥
出
が
目
立
って
い
る
。
ま
た
大
置
合

格
者
の
出
身
校
も
悶
定
し
て
し
ま
っ
た

繊
が
あ
り
、
上
位
二
十
校
に
名
を
つ
ら

ね
て
い
る
高
校
は
あ
ま
り
変
化
を
見
せ

て
い
な
い
。

"

451



(4)(月 ●8)昭和40年 て雪965)3月22日

証

(

静畿常繭細
第1230号

縮欝 犠・繊'・灘
灘籔

 

…
一…

現
在
では
、
私
た
ち
の
鰍
諏
の
空
聞

に
お
い
て
、
思想
状
況
を
〈寛
派
性
〉

に
ょ
っ
て
識
別す
ると
いう
こ
と
が
、

い
い
よ
う
も
な
い
ほ
どの
自
己
嫌
懇
を

俸
な
わ
ず
に
は
なさ
れ
え
な
いζ
と
に

な
って
い
る
.
い
うま
で
も
な
く
従
釆

は
、
あ
る
知
議
人
の思
想
は
思
想
そ
の

も
の
に
よ
う
て
では
なく
}個
の
政
治

的
立
場
か
ら
演
え
き的
に
位
回
づ
け
ら

れ
、
ま
た
騨
価
の軸
も
ほ
かの
政
治
的

立
場
に
加
担
す
る
こ
と
によ
って
獲
得

さ
れ
る
と
い
う
も
の
であ
一、た
。
こ
の

こ
と
は
い
わ
ば
「思
想
」
が
「政
治
」

に
至
る
こ
と
に
よ
っ
て市
民
椎
を
最
後

的
に
獲
毎
す
る
と
い
う
こ
と
と、
思
想

価
檀
の
現
荏
有
効
性
還元
と
いう
戦
後

の
『思
想
」
の
敵
治
と
の闘
係
に
お
い

て
無
惨
な
磨
滅
の睡
史
に
刻
印
さ
れ
て

き
た
、
つ
き
や
ぶ
る
こ
と
ので
き
な
い

円
環
な
の
で
あ
っ
たけ
れ
ど
この
よ
う

な
「思
想
」
の
あ
りよ
う
は
いま
と
な

っで
は
、確
臭
に
私た
ち
の意
識
の
空

問
で
は
遠
ざ
かり
〈古
典
〉の
絡
印
を

押
さ
れ
る
よ
うに
な
った
の
で
あ
る
。

私
た
ち
は
ζ
こし
ぱ
ら
く
の
あ
い
だ
、

な
お
、
何
か
えた
い
のし
れ
な
い
吸
引

力
で
や
み
く
も
に
ロー
ト
状
の
斜
面
を

か
け
下
っ
て
いく
感
覚
か
ら
は
自
由
に

な
れ
そ
う
も
な
い。
し
か
し
い
つ
か
私

た
ち
は
そ
の
吸
引力
の起
源
に
、
核
に

到
逡
し
そ
う
な気
がす
る
。

私
た
ち
が
こ
のテ
ー
マ
「戦
後
日
本

論
」
を
企画
し
て
いた
ご
ろ
、
そ
れ
は

昨
年
の
五
月
頃
だ
った
が
、
(状
況

鋤
〉
と
い
う
のは
ま
だ
ま
だ
政
治
的
な

も
の
で
あ
っ
た。
そ
れ
は
一こ
と
で
い

う
な
ら
ぱ
「安
保
から
轍
法
へ」
と
い

っ
た
敢
治
釣
な過
程
を
透
視
し
、
学
生

運
動
な
い
し
は新
左
翼
運
動
の
対
応
と

い
う
問
題
意訟
に
貫
ぬ
か
れ
て
い
た
も

の
だ
っ
た
。
「学
生
新
聞
」
と
い
う
の

が
、
い
つ
から
学
生
還
動
の
檎
惣
秘
隊

の
役割
り
を演
ず
る
こ
と
に
な
った
の

か
は
定
か
では
な
い
。
「政
治
」
と
い

う
の
が
常
に状
況
の
衰
層
を
邉
って
展

開
さ
れ
、そ
れ
を
「思
想
」
の
次
元
で

く
状
況随
Vと
し
て
描
い
て
い
く
と
い

う
の
が、
マス
・コ
ミ
と
よ
ば
れ
ジ
ャ

ーナ
リ
ズ
ムと
い
わ
れ
る
も
の
が
必
然

と
し
て
とら
ざ
る
を
え
な
い
形
態
で
あ

る
にし
ても
、と
の
こ
と
は
私
た
ち
編

集員
の身
に
し
み
て
感
じ
る
痛
恨
事
な

の
であ
る
が
、
私
た
ち
は
い
く
ぷ
ん
か

〈状
況
〉に
敏
感
で
あ
り
た
い
と
鵬
っ

て
いた
か
ら
、
ま
さ
に
そ
の
故
に
私
た

ち
は
初
期
の
テ
ー
マ
貿燭
と
「新
聞
」

と
いう
も
の
の
機
能
性
に
裏
切
ら
れ
て

い
く
道
程
を
経
験
し
た
の
で
あ
っ
た。

私
た
ち
が
新
聞
編
集
員
と
な
っ
た時

点
に
お
い
て
は
、
た
し
か
に
〈安
保

彼
〉
で
あ
り
〈
新
泥
鷺
運
動
〉
の継
承

と
い
う
思
想
蕾
勢
が
〈
理倉
〉
とし
て

私
た
ち
の
意
臓
空
間
を
席捲
し
え
た
の

で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
は
左
右に
さ
ま
ざ

ま
な
政
治
潮
洗
が安
保後
の残
澤
と
し

て
配
列
さ
れ
て
い
たし
、そ
の政
治
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
を
支
え
る
「知
d
」
人

が、
あ
た
か
も
兼図
書
き
の
興
味
を
も

っ
て位
鮒
づ
け
ら
れ
る
の
だ
っ
た
。
こ

の
塾情
は
いま
で
も
聡わ
る
こ
と
が
な

い
が、
私
た
ち
が
「思
想
」
を
か
兀
る

さ
い
の姿
勢
は
闘
ら
か
に
一私
回
を
逼

ま
られ
兀
の
で
あ
る
。
「戦
後
臼
本

論
」
の
「ま
え
せ
つ
」
に
は
つ
ぎ
の
よ

う
な
一節
がみ
ら
れ
る
。

【慰法
が国
旗
の煙
商
砿
規
で
あ
り

そ
れに
圏
す
る論
議
が
「園
禰
」
で

あ
る
と
いわ
れ
ると
ころ
の
翼
の
意

味
は
、
そ
れ
が現
に
あ
る
政
治
形
態

の
璽
ロ的
な
表現
で
あ
る
と
い
う
文

法
上
の意
昧
と
、さ
ら
に
は
ζ
こ
か

ら
欠
落
し
、
横
に
はみ
出
て
い
く
貌

冥
政
治
が
つ
く
る溝
そ
の
も
の
に
国

累
厭
員
が
日
々
の
生活
で
図
係
を
も

つ
と
い
う
こ
と
を
も意
昧
す
る
。
そ

し
て
、
誹
囎
力
者
で
ある
払
た
ち
に

と
っ
て
瀬
仏を
論
るこ
と
は
、
と
く

に
後
者
を
抜
き
にし
ては
不
可
能
で

あ
る
●」
(本
紙
磁
・6
・15
日
号
)

簸
誘

蓋
会
の
絡
甲を
控
え
て
と
い

う
以
治
霧

か
ら
こ
のよ
う
な
テ
ー
マ

が
泌
え
き
さ
れ
た
の
で
あ
った
。
な
に

ご
と
も
免
端
ほ
ど
向
怪
なも
の
は
な
い

と
い
わ
れ
る
が
、
私
たち
が
一隊
は」

一と
い
い
「氏
主
主
講
」
と
い
い、
そ
れ

一が
し
は
し
は
カ
・
コ
讐
で
お
墾

ロ}る
を
え
な
か
っ
た
こ
と、
そ
の
こ
と
目

体
の
う
ち
に
「戦
後
日本
舗」
の
実
体

内
奮
が
私
た
ち
な
と
て
つも
な
い
方
向

に
齢
な
っ
で
い
く
要
因
があ
った
の
で

「あ
る
。
も
ち
ろ
ん
「鍾
伝闘
争
」
と
い

う
視
魚
が
入
る
余
地は
ま
つた
く
あ
り

え
な
い
こ
と
だ
っ
た
。そ
れ
は
あ
ま
り

卑
俗
化
さ
れ
た
政
治還
兀主
義
に
す
ぎ

な
か
っ
た
だ
ろ
う
。私
たち
は
い
く
ぶ

ん
か
思
想
的
に
「戦
後
民
主
主
残
」
と

「国
家
」
と
い
う
こ
とは
を
用
い
た
の

で
あ
る
。

け
れ
ど
、
私た
ち
が柵
勢
読
の
こ
と

ぱ
で
い
う
「民
主
主義
」
「憲
法
」
と

い
う
の
が
思
想
の問
題
と
し
て
は
顕
わ

れ
な
か
っ
た
の
であ
り
、
そ
ζ
に
「戦

後
日
本
」
の
背理
は
穿
在
し
た
の
だ
っ

た
。
私
ど
もは
「ナ
シ
ョナ
リ
ズ
ム
」

と
い
い
「大
衆
」
を
いわ
は
思
想
の
ζ

と
ば
に
よ
っ
て
跡
づけ
て
き
た
。
そ
れ

は
先
験
性
と
し
て
あ
った
こ
れ
ら
の

〈
理
念
〉
に
反
措定
の慧
味
を
も
つ
も

の
で
あ
る
と
と
もに
、
思
想
の
方
法
自

体
に
関心
を及
ぼせ
ざ
る
を
え
な
く
し

た
。
「古
典
左翼
」と
い
い
カ
ッ
コ
つ

き
で
属
視
的に
「遣
歩
的
知
諏
人
」
と

い
う
と
こ
ろ
の意
味
は
、
思
想
の
根
幹

に
あ
る
と
こ
ろ
の知
議
人
と
は
何
か
と

い
う問
題
、
「生活
と
思
想
」
と
い
う

問
題
等
々
へ
とた
ど
ら
な
け
れ
ば
、
解

明不
能
であ
る。
は
る
か
な
戦
後
の
歳

月
の
な
かで
、
いま
漸
く
に
し
て
こ
の

よ
う
な問
い
が行
な
わ
れ
は
じ
め
た
と

い
う
こ
と、
こ
こに
は
戦
後
民
主
主
義

革
命運
動
と
いう
巨
大
な
虚
構
の
歴
史

の瞥
渋
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
。

…
二…

いく
た
の
「戦
後
日
本
論
」
が
ジ
ヤ

ー
ナ
リ
ズ
ム
に
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
動
同
に
根
拠
を
与
え

る
な
ら
ば
、
た
だ
、
私
た
ち
の
多
く
が

迫
ま
ら
れ
て
い
る
得
体
の
知
れ
な
い
力

に
よ
る
「転
換
」
認
識
で
あ
り
、
そ
れ

は
唯
一の
熊
点
か
ら
発
し
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
心
憎
的
な
反
発
に
よ
っ

て
ふ
た
た
び
拡
散
し
て
い
く
経
踊
を
と

って
い
る
・と
い
う
ほ
ど
の
こ
と
で
あ

ろ
う
'
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
宙
ず
り
の
位

慨に
あ
るイ
ン
.アリ
ゲ
ン
チ
ァ
の
頭
の

な
かの
「埋念
」
が解
体
し
、
崩
壊
し

て
いく
ので
あり
、
大
衆
的
な
動
向
と
、

切
り
結
ぷ
こ
と
はあ
ら
か
じ
め
拒
台
さ

れ
て
い
る
も
の
で
ある
。
数
々
の
思
想

的
戯
画は
、
お
お
よ
て次
の
よ
う
な
戦

後
「民
出
主
編諭
」
の
構
遣
に
輿
型
的

に
求
め
ら
れ
る。
「現
代
の
理
隔
」

一月
増
の
騨
沢道
郎の
戦
後
民
主
主
醐

論
「序
説
」
が
累材
と
し
てあ
げ
bれ

る
。氏

に
よ
れ
ぱ
「戦
後民
主
主
縦
」
が

ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
も
の
を否
定
す
る
も
の

と
し
て
、
も
っ
ぱ
ら
イ
ンタ
ー
ナ
シ
箪

自
立
論
」
に
血
る
方
向
と
に狭
購さ
れ

て
私
た
ち
の
前
に
示
され
て
いた
、
と

い
え
る
。

桶
谷
秀
昭
は
「竹
内
好
論
」
に
お
い

て
、
竹
内
の
「近代
」
イ
ン
テリ
の
「

居
想
」
と
大
衆
の
丈
俗的
な生
沽居
想

批
判
の
武
器
と
し
て
の
「生
痘

、
つ

ま
り
竹
内
の
革
の
の
場
を支
え
て
いた

「観
念
」
を
辺
い
つ
め
て
いく
こ
と
で

「生
活
」
と
「忠
崖

と
い
う図
式
自

}体
の
も
つ
「近
代
」
の
欠陥
か
ら逃
れ

た
9
桶
谷
が
〈
け
れ
ど
、
ひ
と
た
び

竹
内
の
「生
活
」
が
、大
衆
に
薩

面
し
た
と
き
、
イ
ン
テリ
批
判
の
政
器

と
し
て
の
「生
,匠

に
ほ
とん
ど無
意

識
の
裡
に
し
の
び
こ
ん
だ当
紬性
が、

大
搬
の
生
沽
思
想
の
囚
秘
へ
か
いく
ぐ

る
こ
と
を
さ
ま
た
げ
るは
た
ら
き
をす

る
〉
(傘
紙
一月
二
十
h
日日72・「竹
内

好
諭
」
⑤
)
と
殖
嫡
し
た
と
き
、
彼
は

「自
立
一の
根
幹
を
勧
出
し
疋
の
だ
っ

た
。
こ
こ
か
ら
妓
が
、大
衆
を間
題
に

し
、
輩
命
の
柑
を
把
え
る
方
向に
渉
ん

だ
の
は
必
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
.

桶
谷
は
か
い
て
い
る
.

「わ
た
し
の
醐
心
は
、
唐
突
な
い
い

か
た
を
か
ま
わ
す
す
れ
は
、
革
命
を

ん
が
え
る
と
し
にら
、
ど
う
な
る

か
、
と
い
う
思
考
の
雌
程
で
、
ナ
シ

ョナ
リ
ズ
Aは
問
題
を
も
つ
の
で
あ

る
。
」
(
「無
名
鬼
」
二
岩
所
収
・

「氏
謎

の
思
想
と
ナ
ソ
ゴナ
」
ズ

ム
)

=
三
・・

私
ど
もの
「覆

日
本
.」
は
紙
上

で
は
一恥
ピ
リ
オ
ド
を
う
つ
こ
と
に
な

る
が
、
い
ま
み
て
き
κよ
う
な
葱
昧
で

の
「戦
後
日
本
踊」
は
い
ぜ
ん因
難
な

疎
題
を
削
に
し
て
、
ド
る
こ
と
は
な
い

抱
抽
的
な
自
栞で
ての
モ
チ
ー
フ
を
い

う
な
ら
は
「皐印
の
内
在
的
な
思
想

化
」
と
い
う
こ
と
に
な
う
う
け
れ
ど
、

私
た
ち
』
か
って
目
本
の
紅代
の
思
想

営
福
に
み
ら
れ
な
い
よ
う
な
仕
方
で
も

って
、
こ
の
こ
と
ば
に
到
雌
し
よ
う
と

し
て
い
る
の
だ
。

け
れ
ど
、
右
の
よ
う
な
こ
と
を
挫べ

るさ
いに
、
私
た
ち
は
、
い
わ
ば
世
代

的
な
慧
味
で
あ
る
稲
の
相
対
感
を
鍛
ず

る
こと
は
で
き
な
い
。
そ
れ
は
い
ま
現

に私
た
ち
が思
想
形
成
を
行
な
って
い

るも
のと
は
や
は
り
隔
り
が
あ
り
、
私

た
ち
が
ζ
のよ
う
な
思
想
状
況
の
先
端

に
金る
に
は
、
多
く
の
秘
分
を
消
去
し

虚
構
の
歴
史
へ
の
苦
渋

ナ
ル
な
「理
念
】
の
〈
啓
豪
〉
と
い
う

形
を
と
っ
た
た
め
に
、
そ
の後
の過
程

は
、
こ
の
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョナ
リ
ズ
ム

の
「た
て
ま
え
」
と
し
て
の
形骸
化
で

あ
っ
た
と
y
る
。
氏
は
こ
の点
に
「戦

後
民
主
主
義
」
の
虚
妄
性
を
み
るが
、

ノ

安
保
闘箏
の
よ
う
な
X
擢
遮
蜘の
存
在

、
そ
の
思
想
的
囚
異
(入
衆
が、
そ
れ

じ
兀
い
と
し
て
佃
値
を
も
つ
「毘
主
一

を
嬰
求
し
て
い
た
と
い
う
)
に対
し
て

の

は
冥
貿
性
を
み
る
。
そ
し
て
氏
の飴
旨

は
、
こ
の
笑
駝桂
を
足
樹
さ
せ
るも
の

と
し
て
、
思
想
運
劃
の謡
埋を
先
行
さ

せ
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
つ
まり
昭

和
四
十
年
代
を
軌
し
い
「民
主
」と
「

ナ
シ
コ
ナ
リ
ズ
ム
」
の
油
合
の
う
えに

位
鷹
づ
け
る
。

し
か
し
、
私
た
ち
の
慰
想
的躁
題
と

は
、
氏
の
い
う
よ
う
に
憲法
埋
念
が

「ナ
シ
コ
ナ
ル
な
原
理
と
し
て
定萄
し

て
い
な
い
」
た
め
に
、
ナ
シ
ョナ
ル
な

も
の
に
、
『理
念
」
と
し
て
の
「民
主

主
義
」
あ
る
い
は
「箭
造改
革
草
命
略

線
」
を
接
木
し
て
す
く
い上
げる
と
い

う
し
と
に
存
在
す
る
の
だろ
う
か
。
私

ど
も
は
こ
の
よ
う
な
政策
鹸
を抽
出
し

て
く
る
思
惟総
造
が
い
ぜん
、
氏
の
い

う
よ
う
な
〈
啓
蒙
者
〉
のそ
れ
で
あ
る

ζ
と
そ
指
摘
す
る
こ
と
が
で
きる
。
現

在
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
クに
扱
わ
れ

て
い
る
ナ
シ
ョ
ナ
リズ
ム諭
議
の
不
毛

さ
は
、
い
ぜ
ん
虚
像
とし
て
の
「大

衆
」
を
問
題
と
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な

い
、
つ
ま
り
そ
れ
を
問
題
にす
る
イ
ン

テ
リ
ゲ
ン
チ
ァ
の
思
鳶
に付
着
し
て離

れ
な
い
理
念
(
「民
主
」
と
い
い
「憲

法
感
覚
」
と
い
っ
た
)
の先
験
性に
ゆ

ら
い
し
て
い
る
も
の
と
み
なけ
れ
ば
な

ら
な
い
の
だ
。

さ
て
、
と
も
かく
も私
たち
をめ
ぐ

る
思
想
状況
は
い
ま
再
び
、
「ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
」
を
め
ぐ
っ
て
「大
衆
」
を

姐
上
に
の
せ
る季
酌
に
入
っ
たよ
うで

あ
る
。
「戦
後
日
本
論
」
も
例外
では

な
か
っ
た
。
し
か
し
累材
の
扱
いよ
う
[

は
、
ま
ず
こ
の
よ
う
な
理念
の先
験
性

を
粉
砕
し
て
い
く
と
い
う中
間項
を
通

過
し
て
提
小さ
れ
た
と
い
え
るだ
ろ

う
。
そ
の
甲
問
項
と
は
、月
村
敏
勉
が

〈
「大
衆
」
の
思想
〉
(奉紙
十
二月

十
三
日
号
掲
載
)
で掘
いた
よ
う
に
、

箔
本
隆
開
が
「内
観
」
し
て人
衆
の
貌

に
行
き
っ
い
た
力
同
と
、
宍戸
報
一
が

「外
観
」
し
て
「革命
運
動
の戦
後
寅

任
」
を
通
っ
て
「イ
ン
ラU
ケン
.子ア

テ
ー

マ
意
図
と
「新
聞
」

機
能
の
断
絶
を
経
験

ぬ
き
に
し
て
ナ
シ
コナ
リ
ズ
ム
を
か

ん
が
え
る
ζ
と
は
で
き
な
い
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
革
命
と
い
う
の
は

「民
衆
bの
実
体
を
ど
う
把
握
す
る

か
に
、
か
か
わ
って
い
る
。
」

く
り
か
え
せ
は
、
先
験
的
な
民
衆
い

こ
ー
る
革
命
の
担
い
手
と
い
う
紳
簾

的
幻
想
を
拒
爬
し
た
あ
と
に
、
革
動

を
閻
題
に
す
る
と
し
た
ら
、
ど
う
な

る
か。
日
本
の
華
命
を
囚
在
的
に
か

{

て
い
る
ので
は
な
いか
、
と
い
う
気
が

す
る。
私
たち
は
ζ
の
運
或
を
囲
し

て、
常
に
思
想
と
は
何
か
と
い
う
ζ
と

を、
殆
ん
ど
自
分
の
閃
体
が
な
ぜ
存
在

す
る
の
か、
と
いう
員
間
と
同
し
よ
う

な
瓢さ
で
間
う
て
こ
さ
る
を
λな
か
っ

た。
こ
のよ
う
な
思
寿
が
生
産
的
で
あ

る
か否
か
も
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
い
え

る
こ
とは
、
何
か
あ
る
廿
岨
占
を
自
分

の
な
かか
ら
導
き
だ
し
て
い
く
5̀為
、

そ
う
し
兀
思
想
形
成
の
過
程
の
彼
岸

に
、
私
た
ち
の
存
在
の
根
源
を
識
し
て

く
れ
る
も
の
と
し
て
把
握
さ
れ
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
思
想
形
成
と
は
、
個

人
に
と
っ
て
さ
ま
ざ
ま
菰
外
発
岡
な
磁

象
を
目
己
と
の
、嗣り
か
け
の
う
ちに
、

つ
ま
り
自
己
の
根
源
へ
と
下
降す
る
な

か
で
友
革
さ
れ
る
い
わ
ば
原
感
覚
に対

す
る
よ
つ
な
も
の
だ
と
思
う
。

最
後
に
仏
た
ち
の
間
題
し
兀
い
の

は
、
い
の
ゆ
る
「嵐
代論
」
と
い
う
形

で
の
思
想
の
取
り
扱
か
い方
で
あ
る。

近
く
は
女
44
派
、安
後
派
と
い
った
世

代
匿
分
が
あ
り
、
そ
れ
はよ
り大
きく

戦
前
派
、
戦
中
派
、
戦
後
派
と
い
われ

る
、
よ
り
「断
絶
噛
の
説離
とし
て扱

わ
れ
て
い
る
。
い
っ
た
い
なに
が
「断

絶
】
し
て
い
る
の
か
。
そし
て
ζ
こ
に

い
わ
ゆ
る
「体
験
思
想」
と
七
の
一継

承
」
W
う
の
が
か
ら
み
あ
っ
て、
私
た

ち
に
「思
想
歯
」
そ
の
も
の
に
多
X
な

混
乱
し
に
イ
メ
ージ
を与
え
て
い
る。

払
た
ち
は
こ
の
混沌
と
し
た
貌に
ど
の

よ
う
に
し
て
近
づ
く
ζ
と
が
で
琶
る
の

だ
ろ
う
か
。
「世
代
漏
幅
は不
モ
だ
、

と
い
う
の
が
私
た
ち
の
赦妙
な
思
想
体

験
か
ら
の
告
え
で
は
あ
る
け
れ
ど、
こ

こ
で
い
わ
ゆ
る
一戦
中
派
」
と
よ
は
れ

る
人
々
の
思
想
嘗
為
の
根
拠
を
探
る
ζ

と
は
月益
な
こ
と
だ
ろ
う
。
し
か
し
払

ど
も
は
こ
の
世
代
の
人
々
の
「戦争

感
」
を
閻
題
と
す
る
の
で
は
な
く
、彼

ら
の
思
想
が
現
在
に
お
い
て
無
視で
き

ぬ
普
遍
性
を
も
っ
て
、
思
想状
況
の先

端
に
浮
か
び
で
て
き
兀
そ
の
「方
法」

を
閥
題
に
し
に
い
の
で
め
る。
いわ
ゆ

る
「戦
争
体
験
論
」
が
即自
的
なま
ま

と
ど
ま
り
、
対
自化
さ
れ
な
いま
ま
琵

出
さ
れ
る
と
慈
払
ど
もは
そ
れ
を
思
あ

想
と
し
て
間
題
に
は
で
きな
いの
で
る

い
わゆ
る
戦
中派
と
よは
れ
る
繊
代

の
思
想
営
為
を
み
る
と
さ、
そ
れ
は
昭

和
十
年
か
ら
屠和
二十
年
敗
版に
工る

閥
に
思
想
形成
の
で
き
た人

と々
い
つ

こ
と
に
な
る
が、
私
ども
は
、
こ
の
約

十
年
の
麹
を
も
っ
て
い
る人
々
の幅
に

お
い
て
「敗
戦
」
の
も
つ
慧
昧
の
位
柑

は
、
凝
縮
か
ら
拡
散
へ
と
い
う
な
ん
の

変
て
つ
も
な
い
あ
りよ
う
に
つ
き
あ
た

る
に
す
ぎ
な
い
の
だろ
う
か。
大
江
健

三
郎
(玩
三
ナ
戚
)が
戦
箏
を
牧
臥酌

ロ
マ
ンチ
ズ
ムと
し
て
文
≠
に
冨
普
さ

せ
た
の
を例
外
と
し
て
も
、
「敗
戦
」

は
た
だ
こ
の体
験
を
も
つ
個
人
伐
影
さ

れ
た観
念
の
強
功に
す
ざ
な
い
よ
う
に

思
え
る
の
だ.
ここ
に
「世
代
論
】の

虚
妄
性
も
ま
た
現
笑
性
も
生
ず
る
と
為

え
ら
れ
る
が、
さ
し
あ
た
って
払た
ち

の
い
っ
てお
き
た
い
こ
と
は
、
体
験
が

「体
験」
た
り
う
る
た
め
の
ま
た
異
常

性
が
「異
常
性
】た
り
う
る
の
は
、
た

だ
個
人
の観
念
に
お
い
て
℃
し
か
な
い

と
い
うこ
と
ズ
。

敗
戦
が
こ
れ
ら
の
人

に々
切
策
で
あ

った
のは
、
彼
ら
「ロ
マン
.∴
娩」
体

験と
し
て
の生
存
の
根
拠
が
崩
壊
し
て

ま
たそ
の崩
壊
の
感
覚
が
な
か
の
偲
念

に
楽り
う
つる
に
は
、
あ
ま
り
に
探
刻

で
あ
っ
た、
そ
れ
故
に
目d
の
内
鄭

か
ら
首逓
者を
模
索
す
る
作
業
に
と
り

か
か
ざ
る
をえ
な
か
った
と
い
う
こ
と

で
あ
ろ
う。
私
た
ち
は
歴
史
の
な
か
に

ζ
れ
ら
の人

の々
'仔召
を
位
置
づ
け
る

か
ら
「庭代
主
戦」
契
温に
悌さ
れ
、

「マ
ルク
ス
主
靴」
垣
念
を
偏
し
る
こ

と
に
よ
っ
て
「畢
命
」
に
加
担
す
る

『知
甜」
人
の
巣々
と
し
κ時
代
に
あ

っ
て、
η
当
に
も
酬
納
せ
ざ
る
を
え
な

い
ので
ある
。

さ
て、
私
ど
もを
め
ぐ
る
状
況
で
は

す
で
に
一虹
代
工
舗
」
も
「
マル
ク

ス
主
桟
」
も
〈占
典
〉
と
し
て
存
る
す

る
に
す
ざ
な
い
。
つ
ま
ら
ぬ
先
転
性
に

し
がみ
つ
い
て
い
る
の
も
胸
手
だ
が
、

催
災
に
私
た
ち
は
い
つ
の
ま
に
か
の
っ

ぺら
ば
う
の
剋
平
で
立
ち
す
く
ん
で
い

る
自
己
を
み
い
だ
さ
さ
る
を
え
な
い
の

だ
。
そ
こ
か
ら
仙た
ち
は
ど
こ
に
歩
み

だ
す
と
い
つの
だ
ろ
う
か
。
私
た
ち
は

そ
こ
で
「
麓
」
と
か
「モ
フル
」
と

か
を
思
想
化
す
る
漏
循
に
た
つ
に
ろ

う
。
(呼)

噌

戦
肇
が
ば
く
ら
の
扁
仲
的
風
土
の
印

一に
殆
蔚
し
兀
〈汚
爪〉
と
し
て
滞
り
え

.ず
、
カ
サ
カ
サ
と
牝
い
た
轡
き
を
残
し

な
が
ら
思の
い
て
い
つ
た
の
は
い
つ
か

ら
の
こ
と
だ
ろ
う
。
あ
る
い
は
ば
く
ら

の
戦
箏
に
対
す
る
あ
る
穐
の
嫌
愚
感
が

一
つの
ス
タ
テ
ィ
ッ
ク
な
カ
テ
ゴ
J
i

の
中
で
培
養
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
疑
愈

を
抱
き
は
じ
め
た
の
は
い
つ
の
こ
と
だ

ろ
う
。
ぼ
く
ら
は
す
で
に
最
も
身
近
か

な
第
二
次
大
戦
さ
え
も
、
過
去
の
一遍

の
形
骸
的歴
史
事
笑
と
し
て
総
摺す
る

し
か
な
い
位
微
に
曲
か
れ
て
い
る
の
か

も
知
れ
な
い
。
戦
争
を
臼
己
の
囚部
に

降
下
さ
せ
た
地
点
で
把
え、
そ
の降
り

切
った
地
点
で
(
反戦
意
識
〉
を
形成

抽
出
さ
せ
る
こ
と
は
、
戦
争
経
験を
経

過
し
て
釆
な
か
っ
た
世
代
が、
社
会
の

　

構
成
部
分
と
し
て
漫
透
し
つ
つあ
る
時

点
に
お
い
て
な
お
さ
ら
璽
要
な問
題
と

な
る
だ
ろ
う
。
お
だ
や
か
な
状況
の進

行
に
つれ
て、
反
体
制
の
還
動
理
念
と

な
る
べき
反戦
響理
念
島
が
、
個
人
の

内
部意
論
と
の断
層
を
躍
め
て
い
く
の

で
は
な
い
かと
いう
危
惧
を
も
つ
か
ら

で
あ
る。
人
間
、
特
に
右い
世
代
層

が、
回
険
を
、
現
状
秩
序
か
ら
の
逸
脱

を
占
隔す
る
刀を
あ
る
側
面
に
お
い
て

内
包
し
て
いる
な
ら
ぱ
、
そ
し
て
そ
の

潜
在
剛な
カ
が
く運
動
体
V
と
し
て
貝

現
化
さ
れ
ず
甘
受
な
状
況
の
下
に
包
み

込
ま
れ
て
い
る
と
き
、
自
d
の
単
醐
な

生
活
の
醒消
を
傍
ら
か
の
謬波
乱
6
の

上
に
般
定
し
、
波
乱
の
中
を
縦
横
蝋
尽

に
生
き
る
ヒ
ー
ロ
ー
を
夢
想
す
る
こ
と

は
ご
く
目
然
な
現
象
と
い
え
る
。
も
っ

と
も
こ
の
〃波
乱
召
が
す
ぐ
さ
ま戦

争
と
い
う
型
に
代
替
さ
れ
る
と
は
考
え

な
い
が
、
戦
争
が
映
画
な
ど
に
よ
つ
て

ア
ク
シ
ョン
と
し
て
描
か
れ
提
出
され

る
と
き
、
そ
の
背
後
を
膨
う
意
味性
が

遠
く
へ退
け
ら
れ
、
自
己
の
慰
想
形成

に
と
一
で
臼
足
的
媒
体
と
な
る載
争
11

帝
国
主
我
戦
争
の
間
題
が、
自
己
の
囚

部
に
降
下
せ
ら
れ
る
以
前
に
%
散
さ

れ
、
そ
の
間
に
戦
時中
の
,お
国
の
兀

め
、
天
里
さ
ま
の
ため
凸
と
い
った
擬

似
メ
ル
ク
マ
ー
ル
が大
衆
の
糟
神
的
風

土
の
中
に
浸
透
し
て
いく
ス
キ
を
体
制

側
に
与
え
るも
の
であ
る
。
ぼ
く
が
総

じ
て
映画
の
∬戦
争
も
の
4
を
好
ま
な

い
の
は
こ
うし
たア
ク
シ
ョン
性
に
あ
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り
、
こ
の
「兵
隊
やく
ざ」
も
期
付
さ

れ
る
監習
増村
保
戚
で
あ
った
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
そ
の域
を
允
分
に
脱
し
褥

な
か
っ
た
の
は映
画
の宮
黛
性
に
よ
る

も
の
な
の
か
…
…

「兵
隊
やく
ざ」
は
一
応
ワ反
戦
"

の
姿
勢
を
と
っ
て
は
い
る
が、
むし
ろ

そ
れ
を
阿
面
に
押
し
だ
す
こ
とよ
り、

戦
争
と
い
う
外
部
状
況
に
対す
る胴
人

の
刈時
関
鎌
を
状
況
脱
却
関
孫
に
わい

て
ー』視
的
に
煽え
よ
う
と
す
る
。
こ
の

方
法
は
「夫
が
見
た
】と
か
「卍」に
お

け
る
僧愛
σ
の
ナ
マの
姿
を
邉
*
す
る

こ
と
か
ら
姿
勢
を
そ
ら
す
。
し
か
し
ご

く
旧
常
的
な
愛
と
セ
ッ
ク
ス
の
描
写
に

没
入
す
る
こ
と
に
よ
り
そ
の
堀
下
げ
た

次
点
か
ら
逆
に
日
常
の
秩
序
酌
な
関
係

を
ぶ
った
ぎ
る
力
を
感
起
さ
せ
よ
う
と

す
る
増
村
が
楓
接
戦
争
と
い
う
一殴
的

な
状
況
を
設
足
す
る
こ
と
に
よ
り何
を

表
現
し
よ
う
と
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
天

騒
や
垣
秩
序
に
対
す
る
挺
抗
は、
コ
ミ

ッ
ク
な
描4
の
ド
に
描
かれ
て
い
る

が
、
そ
れ
が
有効
性
を
も
つ
も
の
とし

て
消
化
さ
れ
ず、
一つ
の戦
争
隅
刺
の

定
式
の
中
に
す
っ
ほ
り
と包
み
こま
れ

て
い
る
。
軍
と
い
う冥
大
な秩
序
が
一

へ

人
の
,英
雄
躍
き
ど
り
の新
兵
に
も
て

遊
は
れ
て
い
る
の
を
み
る
と、
"あ
あ

こ
こ
も
泰
半
だ
ナ
6
と
錨覚
す
ら
与

え
ら
れ
て
く
る
。
小
都
隊
の
中
で
比蚊

的
自
由
で
あ
っ
た
種
々
の
抵抗
や
わ抗

が
、
や
が
て
騨つ
の
動
員
令
と
とも
に

雪
原
の
仮
方
に
消
え
て
ゆく
、
その
こ

と
が
上体
的
な
抵
抗
意
識
の
唯
一
の
解

消
鍛
で
し
か
あ
り
λ
な
か
っ
た
と
き

に
、
上
等
兵
と
壇
兵
と
い
う
人
間
的
な

関
係
の
申
に
見
出
し
え
た
も
の
は
、
親

分
、
子
分
と
い
った
フ
ル
イ
人
宿
的
な

速
彬
で
し
か
な
か
っ
た
か
。
士
φ
只
に

イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ャ
ー
轡
を
、
や
く
ざ

あ
が
り
の
新
兵
に
大
衆
の
像
を
弦
影
さ

せ
、
そ
の
雌携
が
〈運
動
体
〉
と
し
て

体
制
的
な
状
況
に
た
ち
む
か
っ
て
ゆ
く

可
仕
性
を
見
出
す
に
は
、
あ
よ
り
に
も

ナ
ニワ
蹄
つぎ
71。
制
各
を
へい
の
摘

に
協
い込
む
勝
訴
兵
の
荊
快
さ
は
、
ア

ク
シ
ョン
剛
な
飛磨
の
中
に
、
あ
る
い

は
人
輌
的
な
人
闘
幽
伝
の
申
に
κ
っぷ

り
浸
っ
て
い
りも
のし
写
ぎ
ぬ
。
(
人

映
映
画
)

壷
)

定
評
の
あ
る
大
学
進
学
指
導

開

講
11
四
月
十

日

願

書
受
付

1ー
自

三
月

一
日

至
四
月
七
日

入

試
実
施
鵬

三
月

二
十

二
日

・
二
十
六
日

四
月

二
日

・
七
日

◇
午
前
部
・
午
後
部
共
に
理
科
系
文
科
系
編
成

◇
昼
間
法
文
科
設
置

◇
午
後
部
に
理
科
系
文
科
系
の
無
試
験
入
学
の
組
め
り

詳
細
は
規
則
書
参
照

切
手
二
十
円
同
封
の
こ
と

城 北 予 備 校
新宿区市ケ谷左内町29(国 電市ケ谷駅下輩)

TEL(269)1906・2904(260)0631

～

日発行

 

15月

誌験受大
ム
駅

大 学 像

 

る

入 試

 

るみ

す

に

貌

字

予 約 申 込 璽 付 中

320円(〒 共)

集

価予

共● 同 編

新 企 画 に よ る 刷 新 な
■巻 頭 言}■ 変

.学 部 案 内}.数

§■入 試 ガ イ ド

;

・新教育課程による入試指針1

京 都 大 学 新 聞 社 ・親 学 会

 

期新斤学 莫
4月18日 開講

大 学 受 験 科

○国立 理科 系 コー ス

○国立 文科 系 コー ス

○早慶理 工 系 コー ス

○早慶 文科系 コー ス
コー ス

コ ー一ス

 

科

大

薬

語

歯

国

医

外

○

○

東外大第2次受験者の

ヒアリング ・

デ ィクテーション講習

3月26・27日 聴講自由

【全館完全暖冷房】

東 京 都 豊 島 区 池 袋 東1-76

(池袋駅東 口都電通 り沿い徒歩5分)
「r1£L(982)4558レ 案内書進塁(薯

甲
年
制
の
ク
ラ
ス

◇
大

学

受

験
総

合

科

"
蛮

校
別
畿

東
大
組
入
試
3
月
25
、
30
日

4
月
6
、
皿
日

他
の
国
・私
立
理
系
親
は
申込
順
に
入
学
許
可

一
1送幣拳

案
内
　

昆
闘

●7●●嚇・齢●噛

 

受

験

界

に

六
十
年
の
伝
統

新

学

期

四
月
十
五
日
開
講

学
期
制
の
ク
ラ
ス

◇
大
学
受
験
単
科

引
盃
意
霧
の
短
翌
成

数
学
。"餐
悶
・独
語
・国
語
・物
理
・化
学
・生
物
。社
会

◇
嵩

校

基

本

科

高
校
瑳
笙
の
学
年
別
補
習
ク
フ
ス

研

数

学

館

棄
京
都
手
代
田
区
西
神
田
一
ノ
菖

国
電
水
道
構
下
単
・都
電
三崎
町
停
留
所
前

電

(二六一)
〇
八
二
三
・〇
八
六
七
δ
八
六
七
∩

◎ 新学期4月17日 開講(鮒 中)

(文 ・理)

(文 ・理)

(文 ・理)

o東 大 斐 験科

o旱 慶 受 験科

O絵 合 受 験科

O高3特 設クラス

O英 罐 碁礎 科

O数 学 基礎 科

▼各科共午前、昼間・午後、夜聞部あけ

▼詳細は入学案内参照(要干20円)

▼入学者の下宿無料斡捉(間合嬰〒10円)

伝統 に輝 く大 学受 験 予備校

申 込 受 付 中一

○雍暑大 学 予 備 校(開講4月L日)

0東 大一橋一般大学科O外 語大科

O早 慶大科0女 子大科O理 工系大科

o大 学 受 験 選 択 科(開 講4月6日)

英・数・国・理科・社会・英書取

英誤交訂正科・英数国テスト科(等々)

し外 国 語 学 部(開 講4月6日)

英・独・仏・伊。露・スペイン・中国・ポルト

ガル・(初歩より大学程度まで)

繍 田は入戦 内参雁一 舗 婁響都 餅

東京都薪 宿区諏訪町二四三番地
国危・都電・地下鉄高田馬場駅上
電(371)7669

452


